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改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

要領書番号 :原規規収第 1610072号 1-02-1

回 年月日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 31年 1月 25日 制定

1 平成 31年 4月 16日

・ 2頁 工事計画変更の認可番号の追記
・ 3、 11頁 共通事項として工事計画の認可番

号あ確認を検査前確認事項に追加
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査にっい

て、原子炉冷却系統施設及び原子炉格納施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、

原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するものであることを確認するもので、以

下の検査を実施する。

1材料検査

2外観検査

3組立て及び据付け状態を確認する検査

4耐圧検査、漏えい検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」

というと)である。本検査に関する条項は第 55条、第 58条第 1項、第 62条、第

64条、第 65条、第 66条及び第 71条であり、上記検査項目に係る事項について

確認する。  i

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱重工業株式会社 高砂製作所

兵庫県高砂市荒井町

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照)
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高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

2工事計画認可・届出関係

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

2

名称 個数

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷去「設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設)

恒設代替低圧注水ポンプ

1

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

1

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18018114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )
原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

.(平成 31年 1月 28日 )



Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

る。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

cI事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。
2材料検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基準に

適合していることを確認する。

3外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は資料 3「検査構造図」参照)                    ・

4組立て及び据付け状態を確認する検査
(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は資料 2「検査範囲図」及び資料 3「検査構造図」参照)

5耐圧検査、漏えい検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。
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④ 系統構成が完了していることを確認する。      |

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保持した

後、検査圧力に而ヽすえ、から、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、技術基準の規定

に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判定基準
1材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

2外観検査                ′

有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、:浸食)

がないこと。

3組立て及び据付け状態を確認する検査
｀

工事計画のとおりであり、技術基準に適合することも

4耐圧検査、漏えい検査            …

・検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

P著 しい漏えいがないこと。
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立会区分表

備考

検査項目
※1

耐圧検査、

漏えい検査

A/B※ 2

組立て及び据付け

状態を確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

材料検査

B

技術基準

の区分

SAク ラス 2

耐震

クラス

ヽ
系統名

)停常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

王力低減設備その他の安全設備 (格納容器安

全設備 )

ポンプ (常設 )

恒設代替低圧注水ポンプ

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

施設名

原子炉冷却系統施設

京子炉格納施設

い

※ 1:記号説日月  A/B:抜 取立会検査
B:記録確認検査

※2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごと1回以上とする。

浬
粛

Ｐ



丹叫糸氏2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)        ′

要領書番号 :原規規収第 1610072号 1-02-1

年  月

原子力規制委員会
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使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱重ェ業株式会社 高砂製作所
兵庫県高砂市荒井町

6検査範囲

月

月

年

年

自

至

日

　

日

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設  ′

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)

恒設代替低サ王注水ポンプ 1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ 1個

7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

7



9添付資料

8検査結果   ′検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録 .

1検査前確認事項  
ヤ

2材料検査記録
3外観検査記録       _:
4組立て及び据付け状態を確認する検査記録
5耐圧検査(漏えい検査記録
6検査用計器一覧表
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検査実施者■覧表

く0

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日



検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設 )

μ
Ｏ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

年

日月

年

日月

月

年

日

組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

日月

年

日月

月

年

日

外観検査

年

日月

年

日月

月

年

日

材料検査

年

月   日

月

年

日

月

年

日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料-1〒 1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月  日

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていることを
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-3

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていることb
記録確認

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料-1-5

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月 日

立会/

記録確認

年

月   日
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添付資料-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)恒設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ

ケーシング

年

月   日
記録確認

ケーシング

カノミ‐

原子炉下都キャビティ

注水ポンプ

ケーシング

年

月   日
記録確認

ケーシング

カノミー

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)によるも

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料-3

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 )F常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)恒設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・ケl生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ
年

月   日

目視/

記録確認

原子炉下部キャビティ注水ポンプ
年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
ナ
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添付資料-4

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲∫原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)恒設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

;匡設代替低圧注水ポンプ
年

月   日

目視/

記録確認

原子炉下部キャビティ注水ポンプ
年

月   日

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合ll生確認検査成績書の識別番号 :

18



岸
Ｏ

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設)恒 設代替低圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

備考 :

※ 1:重大事故等時における使用時の値。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果
検査年月日

年

月   日

年

月   日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧 十

漏えい

検査時圧力

MPa

保持

時間

分

耐圧検査時

圧力

MPa

耐圧検査

規定圧力

WIP a

最高使用

圧力

MPa

2. 7※ 1

検査対象

恒設代替低圧注水ポンプ

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

募
草
が
華
＝
伽



高浜発電所第 2号機 1使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料-6

検査年月日:    年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

20



工事計画本文

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 ポンプ

う常設

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

《」/2)

Ｎ
Ｐ

蛉
華

解
―

解

変 更 後

傾設代替低圧注水ポンプ (と中

うず巻癖

変 更 前

籍i 称

lttt S/h/箱∃

題 l

Ma

℃

ml題 |

団Ili

alelll

臼題

協]lll

題ⅡEU

種 類

容 曼  
《虐2)

揚 程 く魁
"

最 高 使 用 圧 力 (ど
2)

最 高 t吏 用 瀧 度 (溜)

吸  込  回 径

吐  脳  日 径

ク ー シ ン グ厚 さ

た て

横

ギ吾託! さ

夕 ‐ シ ン グ

クーシングカパー

個 数

主

要
寸
法

材
料

ポ

て,フ
F'



資料 1-2

（飩
＼
苗
）

超
　
隠
　
熙

心
持
ふ
紫
超
殴
導
紳
怒
絡
一興

撃
翻

懇
驚
畢
+11

糧
　
属
　
熙

| |

藝

＼
詳
髯

|

Ｃ

螺

へ

髯

ド

》

蝉

　

　

撼

　

　

憔

畳

　

　

剋

　

　

絡

蛉

聴

国

隠

＠

増

襴

遅

く

無

約
煙
苺
蕊
＼
聰
標
蘊

＠

報

樫

担

柊

窪

鬱越趨底

邸

熙

ベ

襲

黒

畢

底

週

遼

醤

略ヽヽ 懸続撃

22



・常設

Ю
∞

礁1/2)

変 更―後

原子炉下都キ‐れ″ビティ注水ポンプ 嵯1)

うず巻形

2_7

95

1

変 更 前

名 称

種 類

容 量 (辿!" 薗3ゐ/御

錫 程     (波Ⅲ

最 高 使 用 圧 力l《池〉 瑕
′a

最 高 使 用 温 度 鮭
2)

℃

吸  込  国 径 l題

ポ

ン
プ

即止 脚  国 径 l薗

主
要
寸
法

ター シ ン タ厚 さ □   |

た て 囲

横

雨 さ l幽

材
料

ク ー シ ン グ

クーシングカ赤―

個 数

埒
華

岸
―

∞



(2/2)

変 更 後

原子炉下部キャビテ ィ注水ライン

三襴誘導翻 機

1

変 更 前

|

k聯/鶴

系   統   箔
《ラ イ ン 名|》

設   置   床
浴 沐 防 護 上 の

区 画 番 号

浴 木 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

種 類

問 力

倒 数

取 付 箇 所

取
付
箇
所

ポ
ン

プ

l原

動
機

Ｎ
ト

《望と1)

《泣2)

《注3)

《注4)

《注5)

《注6)

原子炉格腕施設嚇 ち圧力低滅設備その仙の安全設備 《格融 :容器安全設備)と兼鵜

重人事故等時における使用時の値

公林 4菌

原子炉下都キャビティに注水する場合の値

原子 l肺
~′

l各融容器内に原プレイする場合の値

復本タンクイの,水を燃料駁替用水ナンクに供給する場合の値

蛉
華

解
―
ふ



検査範囲図

(申請者の情報を基に作成 したものである。)

囀
り

聯
華

Ｎ



資料 3-1

区
則
樫
割
黎
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資料 3-2
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資料4

検査用計器■覧表
(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

28



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査実施要領書

系  統  名

施 設 名 :原子炉格納施設

:圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器
′
原子炉格納容器水素燃焼装置

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 1-09-1

令和元年 9月

原子力規制委員会



改訂履歴

構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

施 設  名 :原子炉格納施設
要領書番号 :原規規収第 1610072号 1-09-1

回 年 月 日 改訂箇所、疎訂内容及び改訂理由

令和元年 9月 2日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16

6号)第 43条の3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 1号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、原子炉格納施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、原子力規制委員会規

則で定める技術基準 (※ 1)に適合するものであることを確認するもので、以下の検査を実施す

るb     .

1外観検査

2組立て及び据付け状態を確認する検査

※1:原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下
「技術基準」という。)である。本検査に関する条項は第67条であり、上記検

査項目に係る事項について確認する。、

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

名称 個数

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備     '
再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

12
(予備 1(ドーム部頂
部付近用))

1



2工事計画認可・届出関係
認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 lo06105号

(平成 28年 6月 10日 )
工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )
原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )
原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )
原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )
原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )
原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )
原規規発第 1906218号

(令不日元年 6月 21日 )
上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項                                ′

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

る。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2外観検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備さ.れていることを確認する。

(2)検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は、資料 2「検査範囲図」及び資料 3「検査構造図」参照)

2



3組立て及び据付け状態を確認する検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が蜂備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

(2)検査手順      r
目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

(詳細は、資料 2「検査範囲図」及び資料 3「検査構造図」参照)

V判定基準
1外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がなセヽこと。                  |
2組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



立会区分表

※ 1:記号説明
A/B :抜 取立会検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上とする。
|ト

備考

検査項目挙
1

組立て及び据

付け状態を確

認する検査

A/B12

外観検査

A/B※ 2

寸法検査材料検査

技術基準
の区分

耐震

クラス
系統名

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性

ガス濃度制御設備並びに格納容器再

循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

施設名

原子炉格納施設

ヨ
粛
い



月II紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉格納施設

系  統  名 圧力低減設備その他の安全設備

放射Jl生物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置        !

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 1-09-1

年  月

原子力規制委員会

5



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

月

　

月

年

年

日

　

日

自

至

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町由ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備                     ′

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置  12個 (予備 1個 (ドエム部頂都

付近用))     「

7検査実施者    検査実施者一覧表のとおり

8検査結果 検査結果一覧表のとおり

6



9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 外観検査記録
3 組立て及び据付け状態を確認する検査記録

7



検査実施者■覧表

:CO

特記事項検査立会責任者 印

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日



検査結果一覧表

系統名 :圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

く0

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

日月

年

月 日

年

月 日

外観検査

年

月 日

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項
―

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書い「3検査

申請」イご申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。      ′

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

年

月   日

月   日

10



添付資料 1-2

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 lT3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者 の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.2 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,3 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,4 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.9 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 10 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No。 12 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備 ) 年

月 日

目視/

記録確認

備 考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 3

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム都頂部付近用))

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査舟象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.2
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.3
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.9
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.へ 10
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.12
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備 )
月

年

日

目視/

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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工事計画本文
(以下「工事計画本文」は、申請者の情報を基に作成したものである。)

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項
3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項
(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項         「

ル 再結合装置の名称●種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、再結合効率、主要寸法(材料、個数及び取付箇所並びに電熱器の名称、
種類、容量、個数及び取付箇所

常設 (原規規発第1606105号 平成 28年 6月 10日 )

変 更 後

原子炉格納容器水素燃焼装置

ヒーティングコイル方式

12(予備 1はめ)

原子炉格納容器水素燃焼装置

変 更 前

名 称

W/個

種 類

容 量
(B'1)

個 数

系 統 名

)(ラ イ ン 名

設 置 床

総 水 防 護 上 の

区  画  番  号
盗 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

取
付
箇
所

電
熱
器

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

(注 3)ドーム部頂部付近用

が
華

Ｐ



資料 2

杉さ塗誦毛 [コ図  (1//3)(以 下「検査範囲図Jは、申請者の情報を基に作成したものである。)
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検査構造図
(以下 「検査構造図」は、申請者の情報を基に作成 したものである。)
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1関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

使用前検査実施要領書

施  設  名 :原子炉格納施設

系  統  名 :圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領 書番 号 :原規規収第 1610072号 卜23-1

令和元年 9月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

施  設  名

要領書番
・
号

:原子炉格納施設

原規規収第 1610072号 1-23-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 9月 17日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16

6号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、原子炉格納施設が、認可した工事計画峰従い製作され、据付けされ、所定の性能を有して

おり、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ 1)に適合するものであることを確認するも

ので、以下の検査を実施する。

1性能検査

(1)電気容量確認検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。
′
以下

「技術基準」という。)である。本検査に関する条項は第 67条であり(上記検

査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とすると

 ヽ   (詳 細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

名称 個数

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並

びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

12
(予備 1(ドーム都頂
部付近用))

1



2工事計画認可 。届出関係
認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )
工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )
原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )
原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )
、原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 1811266号

 ́      (平 成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )
原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )
原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )
原規規発第 1906218号

(令和 元年 6月 21日 )
原規規発第 1908192号 

｀

'              
併滞日 元年 8月 19日 )

Ⅳ 検査方法                      /
1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項 _

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

るも

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

2性能検査

(1)電気容量確認検査

① 検査前確認事項    i
a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

c検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を
1  
有していることを確認する。

.  d系 統構成が完了していることを確認する。                   ,
2



② 検査手ll贋

a運転及び操作への立会い又は申請者の品質記録により、回路全体抵抗、供給電圧を預J

定し、電気容量が所定の性能を有することを確認する。詳細は、別紙 1「電気容量確

認検套要領」による。

b運転及び操作への立会い又は申請者の品質記録により、原子炉格納容器水素燃焼装置

が正常に動作することを確認する。

V判定基蜂

1性能検査

(1)電気容量確認検査

a電気容量が所定の性能を有すること。

b正常に動作すること。※2 .

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」とする。

3



別紙 1

電気容量確認検査要領

1,供給電圧による確認

回路全体抵抗 (Rl)、 供給電圧を沢1定 し、以下に示す計算式で算出した電気容量Wが工事計

画記載の原子炉格納容器水素燃焼装置の容量||IW以上を満足していることを確認する。

4



立会区分表

備考
検査項目

※1

性能検査

A/B※ 2

系統名

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

施設名

原子炉格納施設

※ 1:記号説明
A/B!抜 取立会検査

※ 2:抜取立会検査における立会は 1個以上とする。

伽

削
工
溢
那
】



男町紙 3

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

使用前検査成績書

施  設  名  :原子炉格納施設

系  統  名 :圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循乗設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領 書番 号 :原規規収第 1610072号 1-23-1

年  月

原子力規制委員会

6



2検査の種類

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請   使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

月

月

年

年

自

至

日

　

日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設   1           1

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備         ｀

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納

容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置  12ィ個 (予備 1個 (ドーム部頂部
I      

付近用))

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

7



検査実施者凛び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

電気容量確認検査

年  月  日 年  月  日

印

臣ロ

主任技術者

印

8特記事項

9添付資料 使用前検査記録         
′

1 検査前確認事項
2 性能検査記録 (電気容量確認検査)
3 検査用計器一覧表

8



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載するb年

月   日

年

月   日

検査をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料 1下 2

性能検査

電気容量確認検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。 _

立会/

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10
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岸

高浜発電所第 2号機

性能検査記録 (電気容量確認検査)
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂都付近用))
判定基準 :。 電気容量が所定の性能を有すること。

・正常に動作すること。
※2

検査

方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備 考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :               .

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

確認値

(W/個 )
電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

原子炉格納容器
水素燃焼装置抵抗

(Ω )

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.1
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.2
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.3
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,4
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.5

郭
尊
蛉
華

Ｎ
ｌ
μ



騨
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高浜発電所第 2号磯

性能検査記録 (電気容量確認検査)
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備         ‐

再結合装置及び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 i12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))
判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。

・正常に動作すること。
※2

検査

方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

検査

結果
検査年月日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

確認値

(W/個 )
電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

原子炉格納容器

水素燃焼装置抵抗

(Ω )

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.6
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.7
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.8
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.9
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.10

郭
尊
ゆ
華

〕
―
〕
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高浜発電所第 2号機

性能検査記録 (電気容量確認検査)
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備        ′

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))
判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。

・正常に動作すること。当
2

検査

方法

目視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備 考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ li適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

検査

結果
検査年月日

年

月 日

月

年

日

年

月 日

確認値

(W/個 )
電気容量

(W/個 )
供給電圧

(V)

原子炉格納容器
水素燃焼装置抵抗

(Ω )

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No。 11
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.12
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.13
(予備)

郭
尊
が
華

〕
―
∞



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器下覧表

添付資料■ 3

検査年月日:  年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

14
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工事計画本文
原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項
3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項
(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項
ル 再結合装置の名称、種類、容量(最高使用圧力、最高使用温度、再結合効率、主要寸法、材料、個数及び取付箇所並びに電熱器の名称、
種類、容量、個数及び取付箇所

,常設

変 更 後
原子炉格納容器水素燃焼装置
ヒーティングコイル方式

12(予備 1(注9)

原子炉格納容器水素燃焼装置

変 更 前
名 称

W/個
種 類

容 量 ∈つ

個 数

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

設   置   床

冷 水 防 護 上 の

区 画 番 号

冷 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取
付
箇
所

電
熱
器

(注 1)重大事故等時における使用時の値
(注2)公称値
(注3)ドーム都頂都付近用

が
華

ド



検査範 囲図 (1//4)(以下「検査範囲図」は、申請者の情報を基に作成したものである。)

卜
ω

ゆ
華

Ю
Ｉ
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資料 2-2

（
計
＼

銀
）
区
国
解
細
黎
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資料 2-3

（
ヾ
＼

∞
）
図
国
韻
割
部
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資料 2-4

（
ヾ
＼

ヾ
）
図
国
胡
細
黎
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検査構造図

とヽ
〇

ゆ
華
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資料 4

検査用計器一覧表
(申請者の情報を基に作成 したものである。)

※rdgireading(読み値) dgtidigits(デ ィジッツ)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

電気容量

確認検査

デジタルマルチ

メータ

デジタルマルチ

メータ

21



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

使用前検査実施要領書

施 設 名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統  名 非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

要領 書番 号 :原規規収第 1610072号 1-25-1

平成 31年 4月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

施 設 名 :その他発電用原子炉の附属施設
要領書番号 :原規規収第 161o072号 1-25-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 30年 10月 11日 制定

1 平成 30年 12月 11日 ・ 2頁 工事計画変更の認可番号の追記

2 平成 3｀1年 4月 16日

・ 2貢 工事計画変更の認可番号の追記
。2、 9頁 共通事項として工事計画の認可番号
の確認を検査前確認事項に追加
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I 検査目的及び項目            
｀

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16

6号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する

規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査

について、その他発電用原子炉の附属施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、

所定の性能を有しており、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するものであ

ることを確認するもので、以下の検査を実施する。

外観検査

警報保護装置検査

系統運転性能検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技

術基準」という。)である。本検査に関する条項は第 72条第 1項、第 78条第 2

項 (原子力発電工作物に係る電気設備に関する技術基準を定める命令第 4条、第

5条第 1項、第 5条第 2項、第 6条、第 7条、第 8条、第 10条、第 11条、第 1

3条及び第 15条)であり、上記検査項目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

三菱電機株式会社 電カシステム製作所

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

Ⅲ 検査範囲
1検査対象施設及び範囲

検査姑象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

１

　

２

　

３

名称 個数

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

SA監視計器用電源

1

1



2工事計画認可 。届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

.        (平
成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808004号

(平成 30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時にイ吏用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法
1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認

する。

b検全をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認するb    l
2外観検査

① 検査前確認事項

l    a申 請者の品質記録が準備されていることを確認する。
、 /b必 要な図面等が準備されていることを確認する。

② 検査手順

目視により、各部の外観を主に以下の観点で確認する。

① 充電部での感電、発熱部からの火災等の災害対策がされていること。

② 電気抵抗が増加するような、入出力端接続部の外れ、ゆるみ、腐食等がないこと。

③ 必要な箇所の適切な接地が敷設されていること。

2



3

4

④ 周辺設備への電気的、磁気的影響対策がされていること。

警報保護装置検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

c回路構成が完了していることを確認する。

② 検査手順

運転及び操作入の立会い又は申請者の品質記録により、機器に異常が生じた場合に

おける警報保護装置の動作状況を確認する。

実施する項目は以下のとおり。

a重故障 (直流電圧異常 重、ファン回路異常 重、制御回路異常 重、出力電圧

異常 重、インバ=夕故障及び直流スイ )チ異常)
b、放電終止 (放電終止)

。過負荷 (過負荷)

d軽故障 (フ ァン回路異常 軽、制御回路異常 軽、出力電圧暴常 軽、直流入力電

圧異常 軽、NFBト リップ異常、整流器故障 軽、直流入カヒューズ

断、ダイオードスタック異常 軽)
e直流運転 (交流入力電源異常及び制御回路異常)

系統運転ll生能検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

c検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有していることを確認すると

② 検査手順             ヽ

運転及び操作への立会い又は申請者の品質記録により、無停電電源装置の運転状態

を確認する。

V 判定基準
1外観検査

工事計画のとおり製作、据付けされ、有害な欠陥がないこと。

2警報イ呆護装置検査

機器及び警報表示が正常に動作すること。

3系統運転性能検査

交流及び直流入力運転、交流入力運転、直流入力運転において、出力電圧、出力周波数が

許容範囲内であること。

3



Ⅵ その他の事項    ′

生警報保護装置検査のうち、制御回路異常 重 (UF301、 wF302及び〔lF3o3)及び整流器故障

軽 (UF056の うちコンバータ過電流 10sec継続)については、検査のための模擬入力により

実装基板及びコンバータ回路を損傷させる可含留l生がある。したがうて、同一仕様の型式試験

時の警報保護装置の動作状況を確認した記録により、申請者が実機においても同等の結果が

得られることを評価した結果にて確認する。

′

4
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立会区分表

※ 1・ :記号説明

A:立会検査
B:記録確認検査
A/B:抜 取立会検査

※ 2:抜取立会検査における立会は、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項目琴
1

系統運転性能検査

A/B※ ?

警報保護装置検査

A/B※ 2

外観検査

A

系統名

非常用電源設備
その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

SA監視計器用電源

施設名

その他発電用原子炉

の附属施設

瀬
二
静
か
岸



別紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態にならた時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 :非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 125-1

年  月

原子力規制委員会

6



2 検査の種類

使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

4 検査期日 自

至

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡芦浜町田ノ浦

三菱電機株式会社 電カシステム製作所
兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

6 検査範囲 、高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設           :

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 i

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置

SA監視計器用電源 1個

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

日

　

日

月

月

年

年

7



検査実施者及び検査結果す覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

外観検査

年  月  日 年  月  日

Fロ

印 Fロ

警報保護装置検査

年  月  日 年  月  日

印

F「

主任技術者

F「

系統運転性能検査

年  月  日 年  月  日

Fロ

Fロ

主任技術者

E「

8 特記事項

9 添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項
2 外観検査記録
3 警報保護装置検査

4 系統運転性能検査

5 検査用計器一覧表

8



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

i使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とを

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料-1-2

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月 ! 日

年

月  日́

10



添付資料-1-3

警報保護装置検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月  ′日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月 日

月   日

年

月   日

回路構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

11



添付資料-1-4

系統運転性能検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料二2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備         ヽ

その他の電源装置 (非常用のものに限ると)

無停電電源装置
SA監視計器用電源

判定基準 :工事計画のとおり製作、据付けされ、有害な欠陥がないこと。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

SA監視計器用電源 年

月 日
目視

備 1考

13



岸
卜

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る3) 無停電電源装置 SA監 視計器用電源
正

備考

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査
年月日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

確認対象
盤面警報・表示

重故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

直流回路電圧
200V以上

ファン電源断

フィン温度異常

ファン異常
重(2台 )

リレーボー ド
伝送異常

+15V電源異常

-15V電源異常

24V電源異常

信号名称

直流電圧異常 重

[UF102]

ファン回路異常
重 [UF212]

ファン回路異常
重 [UF213]

ファン回路異常
重 [UF214]

制御回路異常
重 [UF304]

制御回路異常
重 [UF306]

項
目

重
故
障

郭
草
聯
華
―
∞
Ｉ
Ｐ



Ｐ
伽

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設
非常用雷源譜桔 そのイl竹 の雷酒整詈 rュヒ営用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

備考

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査
年月日

月

年

日

年

月 日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

年

月 日

年

月 日

ユ

盤面警報 。表示

重故障

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

辛肖灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

軽故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

出力電圧
+15%以上

/出力電圧
-15%以下

インバータ電流が′
定格電流の
1250%以上

72BC開指令異常

定格出力の
105%以上 125%未満
10min継続
定格出力の
125%以上 150%未満
10sec和迷布売

定格出力の
150%以上0,5sec継続

信号名称

出力電圧異常
重 [UF201]

出力電圧異常
重 [UF202]

インバータ故障
[UF203]

直流スイッチ
異常 [UF107]

過負荷
[UA806]

過負荷
[UA808]

過負荷
[UA809]

項
目

重
故
障

過
負
荷

郭
草
が
華
―
∞
―
〕



牌
ω

備考

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/・
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

査
果
検
結

検査
年月日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

重故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

ファン異常 軽
(1台)(88T『 1)

フアン異常 軽
(1台)(88TIIF2)

制御電源
ヒューズ 断

表示用制御電源
異常 (SWll,12)

用制御電源
(SW13,14)

表示
異常

出力電圧+5%以上
60sec糸区布毛

出力電圧-5%以下
60sec糸匹布走

直流入力電圧異常

イ正

信;名称

ファン回路異常
軽 [UF254]

制御回路異常
軽 [UF351]

制御回路異常
裏登[UF369]

出力電圧異常
裏登[UF256]

直流入力電圧異常
l睡 [UF171]

警報保護装置検査記録 (現地)
高浜発電所第 2号機

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源
そ の

項

目

郭
尊
埒
華
―
∞
―
∞



伴
預

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

の

その (非常用のものに限る。) 無停 S
る こ

備考

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査
年月日

月

年

日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

重故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

直流運転

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

点灯

交流運転

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

52Rト リップ

8Aト リップ

52Lト リップ

72Bト リップ

8DDト リップ

52RC指令と
状態の不一致

コンバータ過電流
1分間に 10回発生

直流入カヒューズ

断

8A開放

信号名称

NFB
トリップ異常
[UF458]―

整流器故障 軽
[UF052]

整流器故障 軽
[UFo56]

直流入カヒュー
ズ断 [UF172]

制御回路異常
[UA826]

項
目

軽
故
障

直

流

運

転

郭
尊
浴
華
―

∞
―
ふ



牌
∞

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設｀
   非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

備考

記録確認

記録確認

記録確認

記録確認

備考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査
結果

検査
年月日

年

月 日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

盤面警報 。表示

重故障

点灯

点灯

点灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

点灯

点灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

平肖灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

AD/DA異常

SQ―DSP異常

CNttSP異常

コンバータ過電流
10seё 和丞冷走

信号名称

制御回路異常 重
[UF301]

制御回路異常 重
[UF302]

制御回路異常 重
[UF303]

整流器故障 軽
[UF056]

項
目

重
故
障

壁

故
障

郭
尊
歴
華
―
∞
Ｉ
Ш



Ｐ
Ｏ

高浜発電所第 2号機

警報保護装置検査記録 (工場)
システム

そ の

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源
正 る こ

項
目

信号名称 検査方法 検査
年月日

検査
備考

直流起動 交流運転 直流運転 軽故障 過負荷停止 放電終止 重故障
結果

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)によるも
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

月

年

日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

月

年

日

月

年

日

月

年

日

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流回路電圧
90V以下

直流入力電圧低
下

(100V以下)

直流電源側への
充電電流あり

コンバータ異常

入力電源電圧
118%以上

入力電源電圧
-30%以下

入力電源周波数
+7%以上

入力電源周波数
工7%以下

直流電圧異常 重
[UF103]

放電終止

[UA834]

ダイオー ド
スタジク異常 軽
[UF170]

整流器故障 軽
[UF059]

交流入力電源異常
[UA801]

交流入力電源異常
[UA802]

重
故
障

放
電

終
止

軽
故
障

直
流
運
転

郭
尊
が
華
―
∞
＝
ω
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高浜発電所第 2号機

系統運転Jl生能検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

交流及び直流入力運転、交流入力運転、直流入力運転において、出力電圧、出力周波数が許容範囲内であること。

検査方法

目視/
記録確認

目視/
記録確認

目視/
記録確認

備考

※ 1:許容範囲はメーカ基準による。

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。
※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :

検査

結果

検査

年月日

年
月 日

年
月 日

年
月 日

出力電流 (A)
(参考値)

出力周波数 (Hz)

測定値
工事計画記載値
許容範囲

※1

60
+0,06

60
+0.06

60
卜0,06

出力電圧 (V)

測定値
工事計画記載値
許容範囲

※1

115
±2.3

115
+2。 3

115
±2,3

判定基準

検査対象

交流及び
直流入力運転
(通常運転時)

交流入力運転
(72B開放時)

直流入力運転
(52R開放時)

郭
尊
が
華
―
ト



高浜発電所第 2号機 使用前検査

検査用計器一覧表

添付資料-5

検査年月日 : 年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考
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Ю
肖

工事計画本文 (原規規発第1606105〕

その他発電用原子炉の附属摘設

1 非常用電源設備           ｀

3 その他の電源装置 l)F常用のものに限る。)に係る次の事項 
‐

(1)無停電電源装置の名称、種類、容量、電圧、周波数、主要寸法、個数及び取付箇所
・
祥 垢 受

lSA闊婿糊 朝

ゆ
華
Ｉ
Ｐ

変 更 後

醐 糊 歎

静止型インバータ

7

諭

効

125

440

ぢ蕊汐億 115

60

1,300(注 1)

2,250(注1)

1,900(出 )

1

SA蜃生和記言十号暑月日目亀勃煮

変 更 前

名 称

kVA/個

V

V

Hz

HIn

種 類

容 量

入 力

出 力

周 波 数

た て

横

一局 さ

個 数

系 統 名

(ラ イ ン 名 )

設    置   床
浴 水 防 護 上 の

区 画 番 号

浴 水 防 護 上 の

配 慮 が必 要 な 高 さ

電
圧

主

寄
法

取
付
箇
所

(注1)公称値



検査範囲図
(本資料は申請者の情報を基に作成したものである。) 資料-2-1

嗚
ω

検査範囲図

主 要 目 表

静止型インバータ

7

直流 125

交流 440

V 交流 l15

Hz 60

l

SA監視計器用電源

kヽ 4/個

V

種 類

容 量

入    力

出    力

周 波  数

個 数

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所

設   置 床

の

号画  番
盗 上 の

配慮が必要な高 さ

甑

2,250 て 300

ｏ
寓

言

（拗
煙
）

(単位 :血■)



検査範囲図
(本資料は申請者の情報を基に作成したものである。) 資料-2-2

検 査 他 門 X(系 統 は )

』
一



資料-3

検査用計器一覧表

(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 名 称 測定範囲 精 度 備 考

性能検査
デジタルマル
チメータ

%of rdg読み
の%
dgt最小桁の
数字

25



関西電力株式会社

、高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

●  使用前検査実施要領書 |

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 :非常用電源設備

非常用発電装置 燃料設備      |

補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに

係るものを除く。)

燃料貯蔵設備

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-27-2

令和元年 12月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

施  設  名

要領書番号

:その他発電用原子炉の附属施設

:原規規収第 1610072号 lT27-2

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 12月 2β 日 制定
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I検査目的及び項目                           、

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 1
66号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関
する規則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用
前検査について、その他発電用原子炉の附属施設が、認可した工事計画に従い製作され、据

付けされ、所定の性能を有しており、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合
するものであることを確認するもので、以下の検査を実施する。

1 系統性能検査
(1)燃料給油検査
(2)容量確認検査

※ :原子力規制委員会規則に定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその

附属施設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6
号。以下 「技術基準」という。)である。本検査に関する条項は第45条第
1項、 7項及び 8項、第 72条第 1項であり、上記検査項目に係る事項に
ついて確認する。                

和

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅱ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲
検査紺象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 ?「検査範囲図」参照。)

高浜発電所第 2号機
発電用原子炉施設

電用原子炉の附属施設 (補磯駆動用

1

名称 個数 検査識別

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

非常用発電装置

燃料設備

容器

常設

燃料油貯油そう

(重大事故等時のみ 1 2号機共用)※ 1

2

(機関 1台につき 1)
容量確認検査

主配管

常設

主配管

(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)
一式 燃料給油検査

※ 1:その のうち燃料貯蔵設備と兼用。



2工事計画認可・届出関係
認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号  :原 規規発第 1606105号  (平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

原規規発第 18013114号

原規規発第 1806276号

原規規発第 1898064号

原規規発第 1811266号

原規規発第 1901282号

原規規発第 1903272号

原規規発第 19042614号

原規規発第 1906218号

原規規発第 1908192号

(平成 29年 7月 1
(平成 30年 1月 3
(平成 30年 6月 2
(平成 30年 8月 6
(平成 30年 11月
(平成 31年 1月 2
(平成 31年 3月 2
(平成 31年 4月 2
(令和元年 6月 21
(令和元年 8月 19

9日 )

1日 )

7日 )

日)

26日 )
8日 )

7日 )

6日 )

日)

日)

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法
1共通事項
(1)使用前検査申請書の確認
① 検査前確認事項
a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確
認する。
b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。
c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2 系統性能検査                     、

(1)燃料給油検査
① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。
b必要な図面等が準備されていることを確認する。
c系統構成が完了していることを確認する。
② 検査手順

運転及び操作への立会い又は申請者の品質記録により、重大事故等時の系統構成

において、検査対象に燃料を給油できることを確認する。

(2)容量確認検査
① 検査前確認事項
a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。
b必要な図面等が準備されていることを確認する。
c検査用計器が校正されており有効期限内であること凛び必要な測定範囲、測定精
度を有していることを確認する。                    

イ

② 検査手順
立会い又は申請者の品質記録により、検査対象の容量を確認する。

2



V 判定基準
1 系統性能検査
(1)燃料給油検査
重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料を給油できること。

(2)容量確認検査
容量が許容値を満足していること。

3
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立会区分表

A/B:抜 取立会検査
※2:抜取立会検査における立会は 1回以上とする。
※3:その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料貯蔵設備と兼用

ヨ
粛

解

備考

容量確認検査

A/B※ 2

(容器)

検査項目
※1

系統性能検査

燃料給油検査

A/B※ 2

(主配管)

系統名

非常用電源設備

非常用発電装置

燃料設備

容器
※3

主配管

施設名

その他発電用原子炉

の附属施設



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態にならた時に係る

使用1前検査成績書

月ll常眠2

施 設 名 :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 :非常用電源設備

非常用発電装置 燃料設備

補機駆動用燃料設備 (非常用電源設備及び補助ボイラーに係る

ものを除く。)

燃料貯蔵設備

要領書番 号 :原規規収第 1610072号 1-27-2

年  月

原子力規制委員会
5



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備     
―

非常用発電装置

燃料設備

容器

常設

燃料油貯油そう.(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)※ 1

2(機関 1台につき1)
主配管

常設 (重大事故等時のみ li2号機共用) 一式

※■:その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)

のうち燃料貯蔵設備と兼用

検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

,                      6

4検査期日

5検査場所

6 検査範囲

月

　

月

年

年

自

至

日

　

日

7検査結果



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

燃料給油検査

容量確認検査

年  月  日 年  月  日

Ｈ
世
ビ
ト

印

主任技術者

向
ド
Ｅ
ト

(

8特 記事項

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2燃料給油検査記録
3容量確認検査記録
4検査用計器下覧表

7



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月
:日

結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書
を
(変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。
年

月   日

年

月 日

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

ノ

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

燃料給油検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年

月   日

立会/
記録確認

年

月   日

9



添付資料 1-3

系統性能検査

容量確認検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。I
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていることも

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料 2-1

高浜発電所第 2号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備

主配管 常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):一式

判疋
~基
準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給油できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

2A燃料油貯油そう

2A燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

年

月 日

目視/

記録確認

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

11



添付資料 2-2

高浜発電所第 2号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備

主配管 常設 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):―式

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料給油できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

2B燃料油貯油そう

2B燃料油移送ポンプ
(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

年

日月

目視/

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

12



添付資料 3-1

高浜発電所第 2号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
容器 常設 燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1と 2号機共用):2個

判定基準 :容量が許容値を満足していること。

検査姑象 容量 (mO)
検査年月日

検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
※
測定値

2A燃料油貯油そう※I
年

月 日

目視/

記録確認

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用

※ 2:公称値

※ 3:許容値 lま工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 3-2

高浜発電所第 2号機

容量確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 非常用電源設備 非常用発電装置 燃料設備
容器 常設 燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用):2個

判定基準 :容量が許容値を満足していることを

検査姑象 容量 (m3)
検査年月日

検査

結果
検査方法

名称
工事計画
記載値

許容値
※
測定値

2B燃料油貯油そう※1
年

月 日

目視/

記録確認

備考

※ 1:補機駆動用燃料設備のうち燃料貯蔵設備と兼用

※2:公称値

※3:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 4

検査年月日 :    年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

15



工事計画本文
その他発電用原子炉の附属施設 ｀

1 非常用電源設備        ,

2 非常用発電装置に係る次の事項

(4)燃料設備に係る次の事項

口 容器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所
・常設 (1/2)

ド
０

変  更 後
(dil)

燃料油貯油そ う

(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用 )

横置円筒形

(200(注 2))

大気圧

40

4,600(■ 2)

(20,0(12))

(奎 0.0(注
j))

4,600(こ 3)

460(と 4)

89.1(と 2)

(5.5(注 2))

76.3(とa)

(512(注 2))

76.3(注2)

(5.2(注 2))

60.5(注 2)

(3.9(注 3))

13,824(と 2)

変  更  前

名 称

隠3/個

℃

mm

屋lm

隠 m

mm

凪理l

mm

健 m

mm

mm

■l確

mml

mI聡

隠理l

種 類

容 量

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度

冴同 内 径

胴 板 厚 さ

鏡 板 厚 さ

鏡

い_

板

係

の

る

形

寸

状

法

給  油  口  口  径
給 油 口 厚 さ

油 取 出 口 口 径

(デ ィー ゼ ル 発 電 機 側 )

油 取 出 口 厚 さ

(デ ィー ゼ ル 発 電 機 側 )

油 取 出 ロ ロ 径

(空冷式非常用発電装置側 )

油 取 出 口 厚 さ

(空冷式非常用発電装置側 )

燃 料 油 取 出 口 口 径

燃 料 油 取 出 口 厚 さ

長全

主
要
寸
法

1

が
華

Ｐ
Ｉ

Ｐ



(2/2)

B燃料油貯油そ う

燃料油貯油そ う燃料油ライン

変 更 後

SM400B

SM400B

2(機関1台につき1)

A燃料油貯油そう

燃料油貯油そう燃料油ライン

板鏡

変 更 前

材
料

板月同

数個

ラ イ ン 1第 )

取
付
箇
所

系

(

名統

床

の

号

の

さ

護 上

番

上
姉
護

要

水 防

面

防

必
水
嗣

設

浴

区

浴

配

置

1

牌
『

(注 1)その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)の うち燃料貯蔵設備と兼用

(注 2)公称値   ｀

(注 3)鏡板の中央部における内面の半径を示す。

(注 4)鏡板の隅の九みの内半径を示す。

が
華

岸
―
］



と配管のイ名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及ぴ材料

常設

(注と)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

(注3)そ の他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料設備)と兼用

(注 4)本設備は既存の設備である

岸
∞

変 更 後

材   料

STPG370

STPG370

STPG370

厚   さ

(mm)

(注 2)

3,7

(注 2)

3.9

(と 2)

5.2

外  径

(mm)

(注 2)

48。 ()

(注 2)

60.5

(注 2)

76.3

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  力

(MPa)

0.6

名 称

燃料油貯油そう

燃料油移送

ポンプ

(重大事故等時

のみ 1・ 2号機

共用 )

燃
料
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外   径

(附lm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

2

蛤
華

Ｐ
Ｉ
∞



資料 2-1

ミ
＼ド
図
堪
К
）
図

国

翻

細

墾
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資料 2-2

Ｓ
いヽ
図
部
憔
）
国

国

観

割

撃

20



Ｎ
牌

1

燃利油貯油そ う

燃料油ライン

180以 上i(200)

40

lヽ11001)

Sヽ1100B

割4/膊

大気 J〔

そ
c

2(機 P共・,1合につき 1)

板再刷

鏡    板
|

,テl種 校置μ]術形

主 要  日 表

容

最 高 使 用 圧 カ

漿 高 使 用 温 度

材

料

欺佃

取
付
曽
所

そ

燃料、招貯沖そう
ライン

途水防膜 Lの

配慮 が必 要な

との

:系  統  名
:(ラ イ ン 名 )

設  置 ・ 床

※その他発電用原 子1むの附風施設 (補穫駆動用黙料設備 )の う と
'R用

(夕大料漁取出「i「 I径 )60年

徹趣斃吐H[1径 (デ ィ●―ゼル発電機側))
(イHコ k「μ「|'7さ (ディーゼル発電機 ll」 ))

仰 IJIユ出 H rl径 (空冷式非常用発電装徹Td))

(溝取出 Π厚 さ (空冷式非常廂た電装置側 ))

76

2)
52)

0)

※重大事故伴時のみ 1・ 2号機J(用

<凡例>
塗装あり (全検査範囲)
□ :工事計画の機器番号とレ
検査範囲図中の□内の

番号は一致する。

るくよ

(鏡板の形状に係 る寸法〉

4,で,Of〕
０
２

ご

（導
ミ
垂
）

5)

(給油「1「 1径 )

(縮油 口厚 さ

460

(単位 :on)

浴
華

Ю
Ｉ
∞



資料,-3

検査用計器二覧表
(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

容量確認検査 コンベックス
燃 料 油 貯
油そう

９
留
９
，



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

使用前検査実施要領書

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統  名 :火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 1-28-1

令和元年 5月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

施  設  名
要領書番号

その他発電用原子炉の附属施設

原規規収第 1610072号 1-28-1

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 5月 21日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16

6号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、その他発電用原子炉の附属施設が、認可した工事計画に従い製作され、
I据
付けされ、所定

の性能を有しており、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ 1)に適合するものであるこ

とを確認するもので、以下の検査を実施する。

1性能検査

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設

の技術基準に関する規則 (平成 2ら 年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」

という。)である。本検査に関する条項は第 11条及び第 52条であり、上記検査項

目に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

名称 個数

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

一式

1



2工事計画認可・届出関係

認可番号 I

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )
▽
      原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1896276号

(平成 30年 6月 27日 )
原規規発第 1808664号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 1811266号

´
   (平 成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )
原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法         i :
1共通事項 |

(1)使用前検査申請書の確認    |

① 検査前確認事項

9本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

.  る。
b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2性能検査

(1)材料検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

② 検査手順

:     申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術
基準に適合していることを確認する。

2



(2)寸法検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。   ′

i    b必 要な図面等が準備されていることを確認する。
c検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有していることを確認する。

② 検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されてし＼る主要寸法を確認する。

(3)外観検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認すると

②検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

(詳細は、資料 2「検査範囲図」参照)

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査   I              I

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

② 検査手順

目視又は申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。  !

(詳細は、資料 2「検査範囲図」参照)

V判定基準 !
1性能検査              i

(1)材料検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。              、

(2)寸法検査

各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

´ (3)外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)わ なヽいこと。

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



ト

立会区分表

※ 1:記号説明
A/B :抜 取立会検査
B   :記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項目
※l

性能検査

組立て及び

据付け状態を

確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

A/B(2

材料検査

B

系統名

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

施設名

その他発電用原子炉

の附属施設

遭
粛

岸



丹Iよ常眠2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る .

使用前検査成績書

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物

要領書番号 :原規規収第 1610072号 li28-1

年  月

原子力規制委員会

5



2検査の種類

使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検套

3検査申請 使用前検査申請番号

4検査期日 自

至

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 一式

71検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

日

　

日

月

月

年

年

6



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果一覧表

使用前検査記録

1 検査前確認事項
+2 
性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

3 検査用計器∵覧表

7

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

年  月  日 年  月  日

Ｈ
ド
Ｅ
ト

印

主任技術者

Ｈ
世
ビ
ト



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

年

月   日

月   日

年

月   日

8



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。  ′
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料 l=3

性能検査

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月  ・日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有 していること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

10



添付資料 1‐ 4

性能検査

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていることを
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   自

年

月   日

年

月   日

11



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査 )

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :二式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ス トレーナ室及び

海水管 トンネル
鉄筋コンクリー ト

年

月 日
記録確認

燃料油貯油そ うエ リア 鉄筋コンクリー ト
年

日月
記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

13



添付資料 2-(2)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査 )
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :下式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査姑象
主要寸法

(■lm)

許容値
※1

(■lm)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水

^ト

レーナ室及び

海水管 トンネル

150以 上

(■Ⅲ2) 月

年

日

目視/
記録確認

燃料油貯油そうエリア
150以 上

(■※2) 月

年

日

目視/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値のうち最小のもの

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

14



添付資料 2-(3)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備
ノ   火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレーナ室及び

海水管トンネ″ 月

年

日

目視/

記録確認

燃料油貯油そうエリア
月

年

日

目視/

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料2-(4)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

火災区域構造物及び火災区画構造物 :一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ストレーナ室及び

海水管 トンネル

年

月 日

目視/

記録確認

燃料油貯油そうエリア
年

月 日

目視/

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表 I

添付資料 3

検査年月日:    年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

17



/           
工事計画本文

その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物

・海水ポンプ室、 トレンチ室

(注1)本設備は既存の設備である。

(注2)公称値のうち最小のもの

・燃料油貯油そう

(注1)公称値のうち最小のもの
ド
∞

ル僻

鉄筋コンクノー ト

主要寸法

150以上
l日

'Ⅲ

21)壁

種類
丞 ニ区分

火災区域

海 水 ス トレーナ室及び海水管 トンネル

変 蜃

火災区域 (区画)名称

海水ポンプ室ケーブル トレンチ 仰 )

材料
くELttl
主要寸法

不重類
区分 1番号

棚

鉄筋コンクリー ト

主要寸法
rhh、

150以上
(‐ 注い)

種類

壁

名 称

火災区域

′″子と匡iけ rF文 面n宏款

燃料油貯油そうエリア

種類
寸法

材料
火 m

ゆ
華

岸
‐
Ｐ



資料 1-2
工事計画添付図面の補足抜粋

(以下は申請者の情報を基に作成したものである。)

許容範囲の根拠

(注 1)火災区域構造物又は火災区画構造物の耐火能力として、十側の許容差は規定しない。

(注 2)出典 :土木工事共通仕様書

名称 許容差 (■ lm) 備考

海水管 トレンチ室

燃料油貯油そう

鉄筋

ヨンクリー ト
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検査範囲図 (1/2)
(以下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

Ю
Ｏ

歴
華

Ю
Ｉ

岸



検査範囲図 (2/2)
(以下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

閾
牌

が
革

Ｎ
Ｉ

Ｎ



資料 3

検査用計器一覧表
(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

寸法検査 コンベックス

９
留
９
留



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

|で きる.状態にならた時に係る
使用前検査実施要領書

施 設 名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 火災防護設備

消火設備

主配管 (常設)

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-29

平成 31年 3月
ィヽ

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

要領書番号

その他発電用原子炉の附属施設

原規規収第 1610072号 1-29

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 31年 3月 22日 制定

施 設 名



I検査目的及び項目

目  次

頁

１

１

１

２

３

4′

5

11

15

Ⅱ 検査場所

Ⅲ 検査範囲

Ⅳ 検査方法

V判 定基準

別紙 1

月lJ湘氏2

立会区分表

使用前検査成績書

資料 1

資料 2

工事計画本文

検査範囲図

(最終頁 15)



I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につい

て、その他発電用原子炉の附属施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、所定の

1性能を有しており、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※)に適合するものであることを

確認するもので、以下の検査を実施する。

1系統機能検査

(1)通水検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技

術基準」という。)である。本検査に関する条項は第 11条及び第 52条であ

り、上記検査項目に係る事項について確認する。            フ

耳 検査場所

関西電力株式会社 高浜発電所
i福
井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」及び資料 2「検査範囲図」参照)

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

名称 個数

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

消火設備

主酉己管 (常設)

一式

1



2工事計画認可 。届出関係

認可番号

鶴 可鍔 ]日 )

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064、号

(平成30年 8月 6日 )

原規規発第 1811266号

(平成30年 11月 26日 )

原規規発第 1901282号

(平成31年 1月 28日 )

上記以降の変更にういては、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1)載登類

(1)使用前検査申請書の確認

① 検鋼 事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)力 準ヽ備されていることを確認する。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2系統機能鹸査

(1)通水検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

c系統構成が完了していることを確認する。

② 検査手順            1
運転及び操作への立会い又は申請者の品質記録により、通水が可能であることを確認する。

2



V判定基準
1 系統機能検査

(1)通水検査

異常なく通水できること。

3



ト

立会区分表

※ 1:記号説明

A/B:抜 取立会検査
※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項目
※1

系統機能検査

通水検査

A/B※ 2

系統名

火災防護設備

消火設備

主配管 (常設)

施設名

その他発電用原子炉の附属施設

遥
謙

岸



別紙 2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

′
発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施 設 名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 火災防護設備

消火設備

主配管 (常設)

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-29

年  月

原子力規制委員会

5



2検査の種類

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日 年

5検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発壼用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備    i
消火設備

主配管 (常設) ‐式

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

月

月

自

至

日

　

日

6



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統機能検査

通水検査

年  月  日 年  月  日

印

印

主任技術者

印

8特記事項

9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 通水検査記録
~

7



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切であること

を確認する:    |

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日



添付資料-1‐ 2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統機能検査

通水検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料-2

高浜発電所第 2号機

通水検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

消火設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :異常なく通水できること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

弁 (2卜6913C)～ 1格納容器内第 1分岐点
月

年

日

目視/

記録確認

と号機、2号機火災区画供給ライン分岐点 ～ A、 B消火水メヽ
ヾ
ックアッ

フ
°
供給ライン消火水配管合流点 月

年

日

目視/

記録確認

A、 B消火水ハ
゛
ックアッフ
°
供給ライン消火水配管合流点 ～ アニュラス内第 1

分岐点 月

年

日

目視/

記録確認

2号磯火災区画供給ライン分岐点 ～ 弁 (2V-6913D)
月

年

日

目視/

記録確認

備 考            |
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

10



工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

消火設備

主配管 (常設)

岸
μ

変 更 後

材   料

変更なし

STPG42

外   径 厚   さ

(ねm) (mm)

(泄:2)

6.0

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(れ 3)

弁 (2V-6913C)

格納容器内

第1分岐点

イ肖
大
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(注 2)

6.0

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(ユ1を 1〕

坊ド(2V-6913D)

格納容器貫通都

PEN♯ 228
辛肖
火
設
備

が
華

Ｐ
Ｉ

牌検査対象



牌
酌

変 更 後

材  料

(注 3)

STPG370

(イ1:a)

STPG42

STPT370

厚   さ

(mm)

(と 2,3)

7.1

(ィ
′lt2,3)

7.1

(ノと2)

10.3

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

1号機、 2号機

火災区画

供給ライン

分岐点

A、 B消火水

バ ックアップ

供給ライン

消火水配管合流点

消
火
設
備

変 更`蔵打

材   料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

洛 称

検査対象

蛤
華

Ｐ
Ｉ
Ю



変 更 後

材  料

SUS304TP

(注 3)

STPG42

(ヤ1:3)

STPG42

SUS304TP

STPT370

(注 3)

STPG42

SUS304TP

外   径 厚   さ

(型m) (mm)

(イ司i2)

5。 5

(と 2,3)

6.0

(測 :2,3)

7.1

(注 2)

6.0

(注 2)

7.1

(Vli2,3)

6.O

(注 2)

6,0

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

A、  B平肖メしk
バ ンクアツプ

供給ライン

消火水配管合流点

アニュラス内

第 1分岐点

2号機

火災区画

供給ライン

分岐点

折卜(2V-6913D)

消
火
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

Ｐ
∞

(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値

(注 3)本設備は既存の設備である。

ゆ
華

岸
―
∞

検査対象



以下の設備は、員光存 (一部新設を含む)の 1号機設備であり、本五事計画で 1号ホ冤を及び 2号機で美用とする。

常設                            ′

A、 B淡水タンク営Nb.1電動消火ポンプ、No,1デ ィーゼル消火ポンプ (1号機設備、 1・ 2号機共用)

No.1電動消火ポンプてNo。 1ディーゼル消火ポンプ～ 1号機、 2号機火災区画供給ライン分岐点 (1号機設備、 1・ 2号機共用)

No.1年Np.4消火水バックアップタンク～A、 B消火水バックアンプポンプ (1・号機設備、 と :ヽ2号機共用 )
A、 B消火水バックアンプポンプ～A、 B消火水バツクアップ供給ライン消火水配管合流点 (1号機設備、 lr2号 機共用 )

Ｐ
ト

が
華

Ｐ
Ｉ
ト



資料2

検査範囲図

(以下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 消火設備 主配管 (常設)

15

検査範囲図



関西電力株式会社 ,

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

.使用前検査実施要領菩

施  設  名  :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 :浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋

海水ポンプ室浸水防止蓋

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-30

令和元年17月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る使用前検査

施  設  名

要領 書、番 号

:その他発電用原子炉の附属施設

:原規規収第 1610072号 1-30

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 7月 19日 制定



I検査目的及び項目

目  次

頁

１

１

１

２

３

５

　

６

30

35

151

53

69

Ⅱ 検査場所

Ⅲ 検査範囲

Ⅳ 検査方法

V判定基準

別紙 1

男町紙 2

立会区分表

使用前検査成績書

資料 1

資料 2

資料 3

資料 4

資料 5

工事計画本文

寸法許容範囲

検査範囲図

構造図  ・

検査用計器一覧表

(最終頁 69)



I検査目的及び項目                               |

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 16
6号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規

則 (昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につ

いて、その他発電用原子炉の附属施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、所定

の性能を有しており、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※)に適合するものであること

を確認するもので、以下の検査を実施する。

1性能検査

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設の

技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」

という。)である。本検査に関する条項は第 6条及び第 51条であり、上記検査項目

に係る事項について確認する。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画に記載された下記の施設とする。

(詳細は、資料 1「工事計画本文」、資料 3「検査範囲図」及び資料 4

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

「構造図」参照)

名称 個数

その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋

2個

1



その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋

15個

2工事計画認可・届出関係

認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号
!

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

1   原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )
原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 1811266号

、 (平成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

｀

.    (平 成 31年 1月 28日 )
原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )
原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )
原規規発第 1906218号

(令和元年 6月 21日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認                   、

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認する。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2



2性能検査

(1)材料検査

① 検査前確認事項   、
a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

② 検査手す1環  :
申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術

基準に適合していることを確認する。

(2)寸法検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。

c検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度

を有していることを確認する。

② 検査手順

目視又は申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

(3)外観検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

b必要な図面等が準備されていることを確認する。         !
② 検査手順

目視又は申請者の品質記録により、各都の外観を確認する。

(詳細は、資料 e「検査範囲図」及び資料4「構造図」参照)

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

① 検査前確認事項

a申請者の品質記録が準備されていることを確認する。
・
b必要な図面等が準備されていることを確認する。

② 検査手順    ＼

目視又は申請者の品質記録により、組立て及び据付け状態を確認する。

. (詳細は、資料 3「検査範囲図」及び資料4「構造図」参照)

V判 定基準
1性能検査

(1)材料検査

1工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



(2)寸法検査       、
´
各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

(3)外観検査

有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのわる傷、

浸食)がないこと。        イ

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

工事計画のとおりであり(技術基準に適合すること。

割れ、変形、腐食(

4



い

立会区分表

※ 1:記号説明
―
A/B :抜 取立会検査
B   I記 録確認検査

※ 2:抜取立会検査における立会いは、検査項目ごとに 1回以上を原則とする。

備考

検査項目
※1

性能検査

・組立て及び

据付け状態を

確認する検査

A/B※ 2

外観検査

A/B※ 2

寸法検査

A/B誉 2

材料検査

B

系統名

民水防護施設

外郭浸水防護設備    ―

循環水ポンプ室浸水防止蓋

海水ポンプ室浸水防止蓋

施設名

その他発電用原子炉

の附属施設

ヨ
謙

牌



男ll常低2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る
:使
用前検査成績書    |

施  設 名 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋

海水ポンプ室浸水防止蓋

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 1-30

年  月

原子力規制委員会
6



使用前検査成績書

11発 電所名    ―関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査        `

3検査申請 使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所 関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設
′

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 2個

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

検査実施者及な検査結果一覧表のとおり

2検査の種類

月

月

年

年

自

至

日

　

日

7

7検査結果



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果下覧表

使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録

(1)材料検査

(2)寸法検査

(3)外観検査

(4)組立て及び据付け状態を確認する検査

3 検査用計器一覧表

8

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

年  月  日 年  月  日

印

印

主任技術者

Ｈ
Ｐ
Ｅ
ト



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)んミ準備 され

ていること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査 !

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。′年

月 1日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料 1-2

性能検査

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていることき
図面等確認

年

月   日

年

月  ′日

年

月   日

10



添付資料 1-3

性能検査

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年′

月   日

11



添付資料 1二 4

性能検査

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていることも
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

12



添付資料 1二 5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

「検査前確認事項

性能検査

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていることと
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

月   日

月   日

年

月   日
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添付資料 2-(1)

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(材料検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

海水ポンプ室浸水防止蓋 :15個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 SUS316
年

月  日

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 SUS316
年

月  日

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号
=

14



添付資料 2-(2)二 1

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値※
1

(llln)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室

浸水防止蓋 1

た て 290※
2

288.8

291.2

年

月 日

目視

/
記録確認

横 340※ 2
338.8

341.2

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ

19.5

(20※ ?)

19.5

20.5

年

月

目視

/
記録確認

循環水ポンプ室

浸水防止蓋 2

た て 290※ 骨

288.8

291.2

年

月 日

目視

/
記録確認

横 340※ 2
338.8

341.2

年

月 日

目視

/
記録確認

ナ享さ
19.5

(20※
2)

19.5,

20.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備・考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-2

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査 )

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■ lm)

許容値
※1

(■lm)

測定値

(llm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 1

外径 600※ 2
598

602

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ

17.5

(18※ ?)

17.5

18.5

年

日月

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 2

外 径 600※ 2
598

602

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
17.5

(18洋
2)

17.5

18.5

年

月 日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 3

外 径 600※ 2
598

602

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
1715

(18※
2)

17.5

18.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考 十

※ 1:許容値は工事計画による。

※2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-3

性能検査記録

(寸法検査 )

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備   〔

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(剛 )

許容値
※1

(mm)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

外径 600※ 2
５９８

・一
６０２

年

月 日

目視

/
記録確認海水ポンプ室

浸水防止蓋 4

厚 さ

17.5

(18※
2)

17.5

18.5

年

月 日

目視

/
記録確認

外径 600※ 2
598

602

年

日月

目視

/
記録確認海水ポンプ室

浸水防止蓋 5

厚 さ
17.5

(18※
2)

17.5

18.5

年

月 日

目視

/
記録確認

外径 800※ 2
798

802

年

月 日

目視

/
記録確認海水ポンプ室

浸水防止蓋 6

厚 さ
17.5

(18※
2)

17.5

18.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :

17



添付資料 2-(2)-4

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :そ の他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止弐 15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値
※1

(■lm)

測定値

(■ lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 7

た て 790※ 2
788

792

年

月 日

目視

/
記録確認

横 3700※ 2
3696

3704

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
15.5

(16※
2)

15.5

16.5

年

月 日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 8

た て 790※ 2
788

792

年

月 日

目視

/
記録確認

横 995※ 2
993

997

年

月 日

目視

/
記録確認

ナ享さ
15.5

(16※
2)

15.5

16.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-5

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

〔
海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値※
1

(■lm)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 9

た て 790※ 2
788

792

年

月 日

目視

/
記録確認

横 910※ 2
908

912

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
15.5

(16※ 子)

15.5

16.5

年

月 日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 10

た て 790※
2

788

792

年

月 日

目視

/
記録確認

3730※ 2
3726

3734

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
15.5

(16※
2)

15,5

16 5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)・ によるも

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-6

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値※
1

(■lm)

測定値

(■ lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室

浸水防止蓋 11

た て 790※ 2
788

792

年

月 日

目視

/
記録確認

横 3855※ 2
3851

3859

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
15.5

(16※
2)

15.5

16.5

年

月 日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 12

た て 310※ 2
308.8

311.2

年

月 日

目視

/
記録確認

横 320※ 2
318r8

321.2

年

月 日

目視

/
記録確認

厚 さ
11.5

(12※
2)

11.5

12.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-7

性能検査記録

(寸法検査 )

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 !各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査姑象
主要寸法

(■lm)

1

許容値
※

(■lm)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

た て 320※ 2
318,8

32112 月

年

日

目視

/
記録確認

横 320※ 々

318.8

321.2 月

年

日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 13

厚 さ
11.5

(12※
2)

11.5

12.5 月

年

日

目視

/
記録確認

た て 310※ 2
308.8

311,2

年

月 日

目視

/
記録確認

横 310※ 2
308.8

311.2 月

年

日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 14

厚 さ
11.5

(12※
2)

11.5

12.5

年

月 日

(目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。

※ 2:公称値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(2)-8

性能検査記録

(寸法検査)

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設
′
  外郭浸水防護設備    i

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(■lm)

許容値
※1

(■l■l)

測定値

(■lm)

検査年月日
検査

結果
検査方法

た て 320※ 2
318,8

321.2

年

日月

目視

/
記録確認

横 320※ 2
318.8

321.2

年

月 日

目視

/
記録確認

海水ポンプ室

浸水防止蓋 15

厚 さ
11.5

(12※
2)

11.5

12.5

年

月 日

目視

/
記録確認

備 考

※ 1:許容値は工事計画による。     、
※ 2:公称値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2T(3)-1

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止寺 :2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食t浸

食)がないこと。

検査姑象 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 1
年

月 日

目視/

記録確認

循環水ポンプ室浸水防止蓋 2
年

月 日

目視/

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(3)-2

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査 )

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

｀     浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋  :15個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 1
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 2
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 3
年

月 日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 4
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 5
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 6
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 7
年

月  日

目視/

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(3)-3

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(外観検査 )

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備
:      

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 8
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 9
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 19
年

月 日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 11
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 12
年

月 日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 13
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 14
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 15
年

月  日

目視/

記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(4)-1

:   性能検査記録
(組立て及び据付け状態を確認する検査)

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋 :2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

循環水ポンプ室浸水防止蓋 1
年

月  日

目視/

記録確認

循環水ポンプ室浸水防止蓋 2
年

月  日

目視/

記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 2-(4)-2

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 1
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 2
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 3
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 4
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 5
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 6
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 7
年

月  日

目視/

記録確認

備 考        :
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :

27



添付資料 2-(4)-3

高浜発電所第 2号機

性能検査記録

(組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

海水ポンプ室浸水防止蓋 15個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

海水ポンプ室浸水防止蓋 8
年

月 日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 9
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 lo
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 11
年

月  日

目視/フ

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 12
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 13
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 14
年

月  日

目視/

記録確認

海水ポンプ室浸水防止蓋 15
年

月  日

目視/

記録確認

備 考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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添付資料 3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日 : 年  月  日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考
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工事計画本文

(以下、「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成 したものである。)

その他発電用原子炉の附属施設

浸水防護施設

外郭浸水防護設備

循環水ポンプ室浸水防止蓋                 、

海水ポンプ室浸水防止蓋

(注 1)公称値

(注1)公称値

資料 1-1

変 更 前 変 更 後

名 称 循環水ポンプ室浸水防止蓋 1、 2

種 類 浸水防止蓋

主
要
寸
法

た て mm 290(注 1)

mm 340(注 1)

厚 さ mm 19,5 (20(注 1))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 1

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 600(注 1)

厚 さ mm 17.5(18は 1))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋2

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 600(Ⅲ l)

厚 さ mm 17,5(18(と 1))

材 料 SUS316

(注 1)公称値
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変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋3

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 600(注 1)

厚 さ mm 17.5(18(注 1))

材 料 SUS316

(注 1)公称値

(注 1)公称値

(注 1)公称値

資料 1-2

検査対象

変 更 前 変 更 後

称 海水ポンプ室浸水防止蓋4

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 600(辻 1)

厚 さ mm 17.5(18住 Ll))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋5

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 600(イ Jil)

厚 さ mm 17.5(18仰■))

材 料 SUS316
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変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋6

種 類 マ ンホール

主
要
寸
法

外 径 mm 800(注 J)

厚 さ mm 17,5(18(■ 1))

材 料 SUS316

(注 1)公称値

(注 1)公称値

(注1)公称値

資料 1-3

検査紺象

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止!蓋 7

種 類 機器搬入用蓋

主
要
寸
法

た て

検

mm 790(注 1)

mm 3,700(れ 1)

厚 さ mm 1515(16(注 1))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋8

ネ種 類 機器搬入用蓋

主
要
寸

法

た て mm 790(注 1)

横 mm 995(れ 1)

厚 さ mm 15.5 (16(注 1))

材 料 SUS316
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変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋9

種 類 機器搬入用蓋

主
要
寸
法

た て mm 790(注 1)

横 mm 910(注 1)

厚 さ mm 15.5(16(注 1))

材 料 SUS316

(注 1)公称値

(注 1)公称値

(注 1)公称値

資料 1-4

:検査対象

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 10

種 類 機器搬入用蓋

主
要
寸
法

た て mm 790(注 1)

横 mm 3,730(rl:1)

厚 さ mm 15.5(16い・ ))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋H

種 類 機器搬入用蓋

主
要
寸
法

た て 冊阻 790(注 1)

横 mm 3,855(注 1)

厚 さ mm 15.5(16(止 1))

材 料 SUS316
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変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 12

種 類 電気防食電極ボックス用蓋

主
要
寸
法

た て mm 310(れ 1)

横 mm 320(注 1)

厚 さ mm 11.5(12(注 1))

材 料 SUS316

(注 1)公称値

(注 1)公称値

(注 1)公称値

資料 1二 5

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 13

種 類 電気防食電極ボジクス用蓋

主
要
寸
法

た て mm 320(れ 1)

横 mm 320(注 1)

厚 さ mm 11.5(12(注 1))

材 料 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 14

種 類 電気防食電極ボックス用蓋

主
要
士
法

た て mm 310 (お・ )

横 mm 310(れ 1)

厚 さ mm 1■ 5(12(イとい)

材 SUS316

変 更 前 変 更 後

名 称 海水ポンプ室浸水防止蓋 15

種 類 電気防食電極ボックス用蓋

主
要
寸
法

た て mm 320(注 1)

横 mm 320(注 1)

厚 さ mm 11.5(12(注 1))

材 料 SUS316

‐

(注 1)公称値
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資料 2-1

寸法許容範囲

(以下、「寸法許容範囲」!は申請者の情報を基に作成したものである。)

(1)循環水ポィプ室浸水防止蓋 1凸 2の寸法許容範囲                、

工事計画書記載の循環水ポンプ室浸水防止蓋と、2に関する公称値の許容範囲は次のとお

り

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

循
乗
水
ポ
ン

プ

室

浸
水
防
止
蓋

1

2

た て 291.2 290 288.8

横 341.2 340 338.8

厚 さ 20.5 20 19.5

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠 となる許容差等は次のとお り

出典 :日 本工業規格 JIS B 0405「 普通公差 ―第1部 :個 々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称 許容差 根  拠

循
環
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋

1

2

た て 公称値 ±112m孟 JIS B 0405

横 公称値 ±1.2mm 」IS B 0405

厚 さ

サ

公称値 ±0.5mm 」IS B 0405
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資料 2-2

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋1の寸法許容範囲
工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋1に 関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲♂)根 l夕とととなる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角
度寸法に対する公差」

名   称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
1

外径 602 600 598

厚 さ 18.5 18 17.5

名   称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

1

外径 公称値 ±2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm 」IS B 0405
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資料 2-3

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋2の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋21こ関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠 となる許容差等は次のとお り

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 ―第 1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に紺する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋

2

外径 602 600 598

厚 さ 18.5 18 17.5

名  称 許容差 根   拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

２

外径 公称値 ±2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS B 0405
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資料 2-4

(1)海水ポンプ室浸水防ば蓋3の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋3に関する公称値の許容筆巳囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 JIS B 0405「 普通公差 ―第 1部 :個々に公差の指示がない長 さ寸法及び角
「     ｀

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋
3

外径 602 600 598

厚 さ 18.5 18 17.5

名  称 許容差 根   拠

外径 公称値 ±2mm 」IS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS B 0405
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資料 2-5

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋4の寸法許容範囲
1  
工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋4に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり ,

出典 :日本工業規格 」IS B 0405「 普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

4

外 径 602 600 598

厚 さ 18.5 18 17.5

名   称 許容差 根   拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
4

外径 公称値 ±2mm 」IS B 0405

厚 さ 公称値 ±0,5mm JIS 8 0405
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資料 2■ 6

(1)海水ポシプ室浸水防止蓋5の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋5に 関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとお り

出典 :日 本工業規格 」IS 3 0405「 普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋

5

外径 602 600 598

厚 さ 18.5 18 17.5

名  称 許容差 根   拠

褥
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

５

外 径 公称値 ±2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm 」IS B 0405

40



資料 2■ 7

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋6の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋61こ 関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対するノム`差」

名  称
適用寸法 (mm)

備  考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
6

外径 802 800 798

厚 さ 18.5 18 17.5

名   称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン

プ
室

浸
水
防
止
蓋
6

外 径 公称値 ±2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS 8 0405
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資料 2-8

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋7の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋7に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 ―第 1都 :個 々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に紺する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ

室

浸
水
防
止
蓋
7

た て 792 790 788

横 3,704 3,709 3ぅ 696

厚 さ 16.5 16 15.5

名  称 許容差 根   拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
7

た て 公称値 ±2mm 」IS B 0405

横 公称値 ―±4mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm 」IS B 0405
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資料 2-9

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋8の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋8に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 040o「普通公差 …第1部 :個 々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に封する公差」

名  称
適用寸法 l1lm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋
8

た て 792 790 788

横 997 995 993

「

早さ 16.5 16 15=5

名   称 許容差 根
｀
拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
8

た て 公称値 ±2mm 」IS B 0405

横 公称値 ±2mm JIS B 0405

チ享さ 公称値 ±0.むmm JIS B 0405
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資料 2-10

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋9の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋9に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 マ第1部 :個 々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備  考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止

蓋

9

た て 792 790 788

横 912 910 908

厚 さ 16.5 16 15.5

名   称 許容差 根 拠

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋
9

た て 公称値 ±2mm JIS 8 0405

横 公称値 ±2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5“m 」IS B 0405
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資料 2Tll

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋10の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋 10に関する公称値の許容範囲は次のとお り

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0405「普通公差 ―第 1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室
浸
水
防
止
蓋
10

た て 792 790 788

横 3,734 3,730 3,726

厚 さ 16.5 16 15,5

名   称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン

プ
室

浸
水
防
止
蓋

10

た て 公称値 ±2mm 」IS B 0405

横 公称値 ±4mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm 」IS B 0405
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資料 2-12

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋11の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋11に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 」IS B 0495「普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン

プ
室

浸
水
防
止
蓋
11

た て 792 790 788

横 3, 859 3,855 3,851

厚 さ 16.5 16 15,5

名   称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

11

た て 公称値 ±2mm 」IS B 0405

横 公称値 ■4mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS B 0405
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資料 2-13

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋 12の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋 12に 関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

1 許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 JIS B 0405「 普通公差 ―第 1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備  考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
12

た て 311.2 310 308.8

杖 321.2 320 318:8

厚 さ 12.5 12 11.5

名  称 許容差 根   拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
12

た て 公称値 ±1.2mm JIS B 0405

横 公称値 ±1.2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5hm JIS B 0405
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資料 2-14

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋13の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋13に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとお り

出典 :日 本工業規格 丁IS B 0405「普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用す法 (“m)

備  考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

13

た て 321.2 320 318.8

横 321.2 320 318.8

厚 さ 12.5 12 11.5

名   称 許容差 根   拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
13

た て 公称値 ±1.2mm JIS B 0405

横 公称値 ±1.2mm JIS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS B 0405
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資料 2-15

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋 14の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋 14に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとお り

出典 :日 本工業規格 JIS 8 0405「 普通公差 ―第1部 :個々に公差の指示がない長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」 |

名  称
適用寸法 (mm)

備 ナ＼考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋
14

た て 311.2 310 308.8

横 311.2 310 308.8

厚 さ 12,5 12 11:5

名  称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

14

た て 公称値 ±1.2mm JIS B 0405

横 公称値 ±1.2mm JIS 8 0405

厚 さ 公称値 ±0,5mm 」IS B 0405
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資料 2-16

(1)海水ポンプ室浸水防止蓋 15の寸法許容範囲

工事計画書記載の海水ポンプ室浸水防止蓋 1′5に関する公称値の許容範囲は次のとおり

(2)許容範囲の根拠

許容範囲の根拠となる許容差等は次のとおり

出典 :日 本工業規格 JIS 3 0405「 普通公差 ―第 1部 :個々に公差の指示がなぃ長さ寸法及び角

度寸法に対する公差」

名  称
適用寸法 (mm)

備   考
最大値 公称値 最小値

海
水
ポ
ン
プ
室
長
水
防
止
蓋
15

た て 321.2 320 318。 .8

横 321.2 320 318,8

厚 さ 12.5 12 11.5

名  称 許容差 根  拠

海
水
ポ
ン
プ
室
浸
水
防
止
蓋

15

た て 公称値 ±1.2mm JIS 8 0405

横 公称値 ±1.2mm 」IS B 0405

厚 さ 公称値 ±0.5mm JIS B 0495
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資料 3-1

検査範囲図 (1/2)
(以下、「検査範囲図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

その他発電用原子炉の付属施設 浸水防護施設 外郭浸水防護設備 循環水ポンプ室浸水防止蓋 海水ポンプ室浸水防止蓋

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)1こ係る機器の

配置を明示した図面
(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室周辺エリア
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検査範囲図 (2/2) 資料 3-2

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)に係る機器の

配置を明示した図面
(外郭浸水防護設備)

海水ポンブ室周辺エリア
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―       構造図 (1/16)
(以下、「構造図」は申請者の情報を基に作成したものである。)

その他発電用原子炉の付属施設 浸水防護施設 外郭浸水防護設備 循環水ポンプ室浸水防止蓋 海水ポンプ室浸水防止蓋

９
ω

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

循環水ポンプ室浸水防止蓋 1、 2

下A

主 要 目 表

浸水防止蓋

SUS316

種   類

材  料

ｏ
Ｒ

（Ｖ
製
）

６
［
）
蛉
Ｓ
＝
窮

殴
）

断面 肝A

(横)340

６
‐

「０

守

■
・

‐―
‐◆

⇔ ― や

―
‐

ｒｌ
「◆

ё
」

１０

(単位 :Ill・ )

ふ

―

岸



構造図 (2/16)

萌
ト

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設
(浸水防護施設)の構造図
(外郭浸水防護設備)

海水ポンプ室浸水防止蓋 1

+

主 要 目 表

マンホール

SUS316

種  類

材  料

A

―√
●
！
』
Ｈ
爺

壁
） (単位 :ェ ll■ )

A音呂ヨ羊率田 ト

Ｉ

Ю



構造図 (3/16)

釧
銅

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 2

__ン
/

+

/イ '~

主 要 目 表

マ ンホール

SUS316

種  類

材  料

A

戸 ６
Ｈ）
空
』
＝
窮

殴
） (単位 :■ll■)

A部詳細



構造図 (4/16)

萌
０

高浜発電所第 2号磯

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 3

主 要 目 表

マ ンホール

SUS316

種  類

材  料

A

√
ゝ ）

！
Ｌ

（約
殴
）

(単位 :■lにl)

A部詳細



構造図 (5/16)

い
ミ

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設
(浸水防護施設)の構造図
(外郭浸水防護設備)

海水ポンプ室浸水防止蓋 4

主 要 目 表

マ ンホール

SUS316

種  類

材  料

A

―√
〓
』
＝
翁

殴
）

(単位 :■Hl)

A部詳細



構造図 (6/16)

萌
∞

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 5

|

主 要 目 表

マンホール

SUS316

種  類

材  料

A

√ 奮

Ｙ

．】

翁

囃
）

(単位 :■Hl)

|_

A部詳細



構造図 (7/16)

頓
Ｏ

その他発電用原子炉の附属施設
(浸水防護施設)の構造図
(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 6

高浜発電所第 2号機

＼

/＼

＼

/

＼
~「 ~~

主 要 目 表

マ ンホール

SUS316

種  類

材  料

A

√ 空
卜
渭
翁

殴
） (単位 :lHl)

A部詳細



構造図_(8/16)

０
０

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図
(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 7

与
|

主 要 目 表

機器搬入用蓋

SUS316

種  類

材  料

(注)機器搬入用蓋を構成する部材は一体構造である。
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構造図 (9/16)

０
騨

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 8

主 要 目 表

機器搬入用蓋

SUS316

種  類

材  料

与
|

Ｇ
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約
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）995
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(単位 :HHl)
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構造図 (10/16)

０
時

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 9

主 要 目 表

機器搬入用蓋

SUS316

種  類

材  料

与
|

ｏ
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櫂
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構造図 (11/16)

６
ω

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 10

■
|

主 要 目 表

機器搬入用蓋

SUS316

種 ―類

材  料

(注)機器搬入用蓋を構成する都材は一体構造であるb
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構造図 (12/16)

ω
ト

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 11

与
|

主 要 目 表

機器搬入用蓋

SUS316

種   類

材   料

(注)機器搬入用蓋を構成する部材は一体構造である。
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13 16

⑥
ω

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 12

主 要 目 表

電気防食電極ホ
Sッ

クス用蓋

SUS316

種  類

材  料

A↓
〇
＝
∞

梃

320

禽
相）
Ю
。日
＝
翁

囃
）

断面 A―A

=や 一 学

I

↓A
|

1堅■■■

1 膊
:I

(単位 :血■)



構造図 (14/16)

０
０

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設
(浸水防護施設)の構造図
(外郭浸水防護設備)

海水ポンプ室浸水防止蓋 13

主 要 目 表
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構造図 (15/16)

０
預

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 14
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構造図 (16/16)

０
∞

高浜発電所第 2号機

その他発電用原子炉の附属施設

(浸水防護施設)の構造図

(外郭浸水防護設備 )

海水ポンプ室浸水防止蓋 15

主 要 目 表
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検査用計器一覧表

資料 5

(申請者の情報を基に作成したものである。)

検査項目 検査用計器 測定範囲 測定精度 備考

性能検査

(寸法検査)

コンベックス

ノギス

ノギス

マイクロメータ
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査実施要領書

施
I設
 名  :その他

系 1統  名  :総合設備検査

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-35-3

平成 31年 3月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る使用前検査

施  設  名

要領書番号

:その他

l原規規収第 1610072号 1-35-3

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 31年  3月 22日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 43条の3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につい

て、発電用原子炉施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、所定の性能を有して

おり、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※)に適合するものであることを確認するもの

で、以下の検査を実施する。

なお、本検査は、工事計画記載項目 (基本設計方針除く。)てπ)う ち実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則第 16条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以外の項目について

確認することを目的とする。
｀

1検査記録の確認検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下 「技

術基準」という。)であり、上記検査項目に係る事項について確認するも

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

血 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、高浜発電所第 2号機の発電用原子炉施設において、工事計画

記載項目 (基本設計方針除く。)の うち実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第

16条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以外の項目とする。

(詳細は、別紙 1「検査対象一覧表 (主たる機能に関係する設備 )」 を参照)

1



2工事計画認可 。届出関係
認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )

原規規発第 1808064;

(平成 30年 8月 6日 )

、          原規規発第 18■ 266号

(平成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

る。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

1検査記録の確認検査                ィ

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

(2)検査手順

発電用原子炉施設が工事計画のとおりであり、技術基準に適合することを申請者の品

2



質記録により確認する。

① 材料検査

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基

準に適合してぃることを確認する。

② 寸法検査         1
1申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

③ 外観検査

申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

④ 組立て及び据付け状態を確認する検査

申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

⑤ 耐圧検査、漏えい検査

,申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で 10分保持した後、
検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、技術基準の規

定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判定基準               '
1検査記録の確認検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

3



別紙 1

検査対象一覧表 (主たる機能に関係する設備 )

その他発電用原子炉の附属施設

検査対象 確認項 目

火災防護設備

消火設備

主配管

弁 (2V-6913C)～格納容器内第 1分岐点

材料検査

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認する

検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備       .
消火設備

主配管             .
1号機、 2号機火災区画供給ライン分岐点～A、 B消火水バ
ックアップ供給ライン消火水配管合流点

材料検査

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認する

検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備

消火設備

主配管

A、 B消火水バックアップ供給ライン消火水配管合流点～ア
ニュラス内第 1分岐ヶ煮

材料検査

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認する

検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備

消火設備

主配管

2号機火災区画供給ライン分岐′点～弁 (2V6913D)

材料検査

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認する

検査

耐圧検査、漏えい検査

4



立会区分表

備考
検査項ロト

｀
検査記録の確認検査

B

系統名

総合設備検査

施設名

その他

頓

※上記号説明

B:記録確認検査

渤
二
番
沖
〕
　
【



月ll和氏3

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

― できる状態になった時に係る
使用前検査成績書 i

施  設  名 :その他

系  統  名 :総合設備検査

要領 書番 号 :原規規収第 1610072号 1-35-3

年  月

原子力規制委員会
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2検査の種類

使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

自

至

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機の発電用原子炉施設において、工事計画記載項目 (基本

設計方針除く。)の うち実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第 1

6条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以外の項目

7検査結果    検査実施者及び検査結果す覧表のとおり

日

　

日

月

月

年

年

7



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

検査記録の確認検査

年  月  日 年  月  日

印

Ｈ
ド
Ｅ
ト

主任技術者

F日

8特記事項

9添付資料    使用前検査記録

検査前確認事項

検査記録の確認検査記録

１

　

２

8



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。

年

月   日

年

月   日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。      ・

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添付資料-1-2

検査記録の確認検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲て測定精度を有し

ていること。  i

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月 日

10



添付資料-2
高浜発電所第 2号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :その他発電用原子炉の附属施設

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合することど

検査対象 確認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

火災防護設備

消火設備

主配管

弁 (2V-6913C)～ 格納容器内第 1分

岐点  ヽ

材料検査

年

月 日

記録確認

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認

する検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備

消火設備

主配管

1号機、 2号機火災区画供給ライ
ン分岐点～A、 B消火水バンクアツ
プ供給ライン消火水配管合流点

材料検査

年

月 日

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認

する検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備         /
消火設備

主配管
A、 B消火水バックアップ供給ライ

:   ン消火水配管合流点～アニュラス
内第 1分岐点

材料検査

年

月 日

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認

する検査

耐圧検査、漏えい検査

火災防護設備

消火設備

主配管

2号機火災区画供給ライン分岐点
～弁 (2V6913D)

材料検査

年

月 日

寸法検査

外観検査

組み立て及び据付状態を確認

する検査

耐圧検査、漏えい検査

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。
※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

|  できる状態にならた時に係る_
使用前検査実施要領書

施  設  名  :その他

系  統  名 :総合設備検査

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 1-35-4

令和元年 12月

原子力規制委員会
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発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になうた時に係る使用前検査

施  設  名

要領書番 号

:その他

:原規規収第 1610072号 1-35-4

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 12月 23日 制定
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I検査目的及び項目

本検査は#核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 166

号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき実施する実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

(昭和 53年通商産業省令第 77号)第 16条の表第 3号の工事の工程に係る使用前検査につい

て、発電用原子炉施設が、認可した工事計画に従い製作され、据付けされ、所定の性能を有して

おり、原子力規制委員会規則で定める技術基準 (※ 1)に適合するものであることを確認するも

ので、以下の検査を実施する。

なお、本検査は、工事計画記載項目 (基本設計方針除く)の うち実用発電用原子炉の設置、運

転等に関する規則第 16条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以外の項目について確

認することを目的とする。

1検査記録の確認検査

※ 1:原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施

設の技術基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技

・ 術基準」という。)である。

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田フ浦

Ⅲ 検査範囲

1検査対象施設及び範囲

検査対象施設及び範囲は、工事計画記載項目 (基本設計方針除く)の うち実用発電用原

子炉の設置、運転等に関する規則第 16条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以

外の項目とする。

(詳細は、別紙 1「検査封象一覧表 (主たる機能に関係する設備)及び別紙 2「兼用設備一

覧表」を参照)
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2工事計画認可・届出関係
認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号  :原規規発第 1606105号  (平成 28年 6月 10日 )

工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

原規規発第 18013114号

原規規発第 1806276号

原規規発第 18080o4号

原規規発第 1811266号

原規規発第 1901282号

原規規発第 1903272号

原規規発第 19042614号

原規規発第 1906218号

原規規発第 1908192号

(平成 29年 7月 19日 )

(平成 3o年 1月 31日 )

(平成 30年 6月 27日 )

(平成 30年 8月 6日 )

(平成 30年 11月 26日 )

(平成 31年 1月 28日 )

(平成 31年 3月 27日 )

(平成 31年 4月 26日 )

(令和元年 6月 21日 )

(令和元年 8月 19日 )

上記以降の変更にっいては、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項

(1)使用前検査申請書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

| る。

b検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2検査記録の確認検査

(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。

③ 検査用計器が校正されており有効期限内であること及び必要な測定範囲、測定精度を

有していることを確認する。

(2)検査手順

発電用原子炉施設が工事計画のとおりであ〃、技術基準に適合することを申請者の品

質記録により確認する。
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① 材料検査

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている材料が使用され、かつ、技術基

準に適合していることを確認する。

② 寸法検査

申請者の品質記録により、工事計画に記載されている主要寸法を確認する。

③ 外観検査

ィ申請者の品質記録により、各部の外観を確認する。

④ 組立て及び据付け状態を確認する検査

申請者の品質記録により、機器等の組立て及び据付け状態を確認する。

⑤ 耐圧検査、漏えい検査

申請者の品質記録により、技術基準の規定に基づく検査圧力で10分保持した後、
検査圧力に耐え、かつ、異常がないことを確認する。耐圧検査終了後、技術基準の規

定に基づく検査圧力により、著しい漏えいがないことを確認する。

V判 定基準                   ‐

1検査記録の確認検査

工事計画のとおりであり、技術基準に適合することと
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別紙 1

検査封象一覧表 (主たる機能に関係する設備)

その他発電用原子炉の附属施設

検査対象 確認項 目

非常用電源設備

非常用電源装置

燃料設備

容器                  、

燃料油貯油そう(重大事故等時のみ 1・ 2号機共用 )

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認する

検査

耐圧校査、漏えい検査

非常用電源設備

非常用電源装置

燃料設備                  :
主配管                    ′

燃料油貯油そう～燃料油移送ポンプ (重大事故等時のみ

1・ 2号機共用 )

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付状態を確認する検

査

耐圧検査〔漏えい検査
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別紙 2

兼用設備一覧表

その他発電用原子炉の附属施設

主たる機能に関係する設備 兼用する設備

非常用電源設備

非常用電源装置

燃料設備

容器

燃料油貯油そう(重大事故等時Iのみ 1・ 2

号機共用)

その他発電用原子炉の附属施設 (補機駆動用燃料
設備)の うち燃料貯蔵設備と兼用
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立会区分表

備考
検査項目

※

検査記録の確認検査

B

系統名

総合設備検査

施設名

その他

0

※ :記号説明
B:記録確認検査

瀬
一
育
か
∞



月1析低4

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設  名  :その他

系  統  名 :総合設備検査

要領書番〔号 :原規規収第 lδ10072号 1二35-4

年  月

原子力規制委員会
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使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入するととができる状態になつた時に係る

使用前検査
I

3検査申請  ′使用前検査申請番号

自

至

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機の発電用原子炉施設において、工事計画記載項目 (基本

設計方針除く)の うち実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第 16

条の表に基づく他の使用前検査で確認するもの以外の項目

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

4検査期日

5検査場所

日

　

日

月

月

年

年
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検査実施者及び検査結果下覧表

検査項目 縫
繰

原子力施設検査官 検査立会責任者

検査記録の確認検査

年  月  日 年  月  日

主任技術者

8特記事項

9添付資料 使用前検査記録 |    |
1 検査前確認事項
2 験査記録の確認検査記録

9



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む6)が準備されてい

ることを

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載す

る。
年

月   日

年

月 日

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 1〒 2

検査記録の確認検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

年

月   日

年

月 日

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、瀕J定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日
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添付資料 2

高浜発電所第 2号機

検査記録の確認検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

施設名 :その他発電用原子炉の附属施設

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 確認項目 検査年月日
検査

結果
検査方法

非常用電源設備

非常用電源装置

燃料設備

容器

燃料油貯油そう(重大事故等時のみ 1・

2号機共用)

材料検査

年

月 日

記録確認

寸法検査

タト観検査

組立て及び据付け状態を確

認する検査

耐圧検査、漏えい検査

非常用電源設備

非常用電源装置

燃料設備

主配管

燃料油貯油そ う` 燃料油移送ポンプ (重

大事故等時のみ 1・ 2号機共用)

材料検査

年

月 日

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確

認する検査

耐圧検査、漏えい検査

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。
※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

品質管理の方法等に関する

使用前検査実施要領書

施  設  名 原子炉本体

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

放射性廃棄物の廃棄施設

放射線管理施設

原子炉格納施設         |

その他発電用原子炉の附属施設

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 1-40

平成 31年 4月

原子力規制委員会



施  設

改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

品質管理の方法等に関する使用前検査

名 :原子炉本体

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

′ 原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

放射性廃棄物の廃棄施設  ｀

放射線管理施設  ^

原子炉格納施設

その他発電用原子炉の附属施設

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 1二40

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

平成 28年 10月 31日 制 定

平成 30年 12月 11日

2頁  工事計画変更の認可番号の追記

2、 9頁  共通事項 として使用前検査 申請書

の確認 を検査前確認事項に追加

2 平成 31年 4月 16日

2頁  工事計画変更の認可番号の追記
2、 9頁  共通事項 として工事計画の認可

番号の確認 を検査前確認事項に追加 ｀

く
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I検 査 目的及び項 目

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関す る法律 (昭和 32年

法律第 166号 )第 43条 の 3の 11第 1項 に基づき、実用発電用原子炉の設置、
運転等に関す る規則 (昭和 58年 通商産業省令第 77号 )第 16条 の表の上欄に掲

げる工事の工程に係 る同表の下欄 に掲げる検査事項の検査を実施す る上で、必要な

事項 として、申請者によ
く
り実施 され る原子炉本体、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵

施設、原子炉冷却系統施設、計測制御系統施設、放射性廃棄物の廃棄施設、放射線

管理施設、原子炉格納施設及びその他発電用原子炉の附属施設の工事及び検査に係

る保安活動が、認可 した工事計画に定め られた品質管理の方法等に関する事項に従

い行われていることを、以下の項 目について設備横断的に確認す るものである。

なお、申請者の品質管理の実施状況については、保安検査、定期安全管理審査に

おいて も同様 イご確認 していることか ら、重複 を避け、使用前検査対象範囲の工事及

び検査に係 る品質管理の状況に重点をおいて確認するものである。

1 吊質管理の方法等に関する検査
｀
(1)品質保証の実施に係る組織

(2)保安活動の計画  .
(3)保安活動の実施

(4)保安活動の評価

(5)保安活動の改善

Ⅱ 検査場所

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 検査範囲

1 検査対象施設及び範囲
工事及び検査に係 る品質管理の方法等に関す る事項

高浜発電所第 2号機
1 
発電用原子炉施設

、原子炉本体

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

1



放射性廃棄物の廃棄施設

放射線管理施設

原子炉格納施設

その他発電用原子炉の附属施設

2工 事計画認可・届出関係
認可番号

(認可年月 日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )
工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 29年 7月 19日 )

原規規発第 18013114号

(平成 30年 1月 31日 )

原規規発第 1806276号

(平成 30年 6月 27日 )
、        原規規発第 18080o4号

(平成 30年 8月 6日 )

原
下
規規発第 1811266号

(平成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

'  (平 成 31年 1月 28日 )

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法        i

l恭 通事項        (

(1)使 用前検査申帯 書の確認

① 検査前確認事項

a本検査に係 る使用前検査 申請書 (変更申請を含む。)が準備 されていること

を確認す る。            ′

b検査 をす る工事の工程、期,日 及び場所が申請書 どお りであることを確認す

る。

c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認す る。

2 検査前確認事項

法令、規格、工事計画、申請者の規程類、申請者の品質記録及びエ ビデンスが

2



坤備 されていることを確認す る。

3 検査手 ll原

I事計画に記載 された各施設の工事及び検査に係 る保安活動が、認可 した工事

計画に定められた品質管理の方法等に関する事項に従い行われていることを、 I
の「1 品質管理の方法等に関する検査」に記載 した各事項につぃて、品質記録、
聞き取 り等により確認する。具体的に確認する事項は、別紙 1「品質管理の方法 ´

:等に関する確認事項」に示す。

V判定基準
工事及び検査に係る1保安活動が、認可した工事計画tl定ゅられた品質管理の方券

等に関する,事項に従らて行われていること。
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月可紙 1

品質管理の方法等に関する確認事項

1品 質保証の実施に係る組織    ―

。工事及び検査に係 る必要な人的資源、インフラス トラクチャー及び作業環境

が確保 され、申請者部門間及び供給者 との間の責任及び権限が明確にされ、

体制の構築、情報伝達等が工事計画に従つて行われていること。

・供給者の選定や管理が工事計画に従つて行われていること。

2保 安活動の計画
・ 工事及び検査に係 る法令、仕様等の要求事項及び 1の組織体制等が申請者関

係部門及び供給者に明確 に され、対象設備 について全体工程や各工程段階に

おける監視、測定、検証、妥当性確認、試験及び検査が漏れなく実施 される

よう計画 (手順や合否判定基準を含む。 )が 定められていること。
・ 1の供給者 (調達物品や役務 を含む。)の管理方法についても工事計画に従

つて定められていること。

3保 安活動の実施                        ′

。工事及び検査が 2の計画に従つて漏れな く実施 されていること。また、調達

物品や役務に係 る各工程段階における監視、測定、検証、妥当性確認、試験

及び検査についても工事計画に従つて行われていること。

4保 安活動の評価

!調達物品や役務、原子炉施設が要求事項に適合 していることを実証するため、|

2の計画に従つて漏れな く監視、測定、試験及び検査が行われていることを

評価していること。またヽ不適合が発生した場合の処置、供給者から申請者

への報告についても 1の組織体制及び 2の計画に従つて行われていること。

5保 安活動の改善
。予防処置又は不適合 に対す る是正処置を通 じて、品質管理の方法等の継続的

改善が実施 されていること。

4



月1対(2

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

品質管理の方法等に関する

使用前検査成績書・

施  設 名 :原子炉本体

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

放射性廃棄物の廃棄施設

放射線管理施設

原子炉格納施設        i

その他発電用原子炉の附属施設

要 領 書 番 号 !原規規収第 1610072号 1-40

年   月

原子力規制委員会

5



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類 品質管理の方法等に関する使用前検査

3検 査 申請 使用前検査申請番号

4検 査期 日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

日

　

日

月

月

年

年

自

至

6



6検 査範囲

7検 査結果

8添 付資料

工事に係 る品質管理の方法等に関する事項

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設         '

原子炉本体

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

i原子炉冷却系統施設 ′    ィ

十計測制御系統施設        `
放射に廃棄物の

:廃
棄施設   _

放射線管理施設

原子炉格納施設

そめ他発電用原子炉の附属施設

使用前検査記録 |           す

1 検査前確認事項    (
2 品質管理の方法等に関す る検査

3 使用前検査において確認 した関連文書―覧表

7



9検 査実施者

∞

特記事項検査立会責任者  印原子力施設検査官 印検査年月 日

年

月   日

年

月   日

年

月   日



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

年

月   日

使用前検査成績書の「3検査申

請」に申請番号 (変更申請番号

を含む。)を記載する。年

月  1自

年

月   日

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書どお りであること

を確認する。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月   日

年

月   日

年

月   日

9



添附資料-1=2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

検査項目 :品質管理の方法等に関する検査

確認事項 検査年月日 結果 備考

法令(規格、工事計画、申請

者の規程類、申請者の品質記

録及びエビデンスが準備 され

ているこど。

年

月   日

月   日

年

月   日

10



添付資料-2

使用前検査記録
品質管理の方法等に関する検査

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

工事に係る品質管理の方法等に関する事項

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉本体、核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設、原子炉冷却系統施設、計測制御

系統施設、放射性廃棄物の廃棄施設、放射線管理施設、原子炉格納施設及びその他

発電用原子炉の附属施設

検査範囲

判定基準 検査年月日
検査

結果

工事及び検査に係る保安活動が、認可した工事計画に定められた

品質管理の方法等に関する事項に従つて行われていること。

総
合
所
見

1品質保証の実施に係る組織

2保安活動の計画

3保安活動の実施

4保安活動の評価

品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
所
見

5保安活動の改善

備 考

11



添付資料-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

使用前検査において確認した関連文書■覧表

関連文書の名称等 備考

1品質保証の実施に係る組織

2保安活動の計画

3保安活動の実施

4保安活動の評価

5保安活動の改善

12



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

基本設計方針に係る

使用前検査実施要領書

施 設 名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名  :火災防護設備

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-49

令和元年 7月

原子力規制委員会



改訂履歴

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

基本設計方針に係る使用前検査

施 設 名 :その他発電用原子炉の附属施設
要領書番号 :原規規収第 1610072号 1-49

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由

令和元年 7月 22日 制定
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I検査目的及び項目
本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 (昭和 32年法律第 1
66号)第 43条の 3の 11第 1項に基づき、実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規
則 (昭和 53年通商産業省令第、77号)第 16条の検査として、その他発電用原子炉の附属
施設に属する設備や機器が、認可した工事計画の基本設計方針に従い製作され、据付けされ、

所定の性能を有しており、原子力規市1委員会規則で定める技術基準 (※ )に適合するもので

あることを以下の項目により確認するものである。

1 基本設計方針に係る検査

※ :原子力規制委員会規則で定める技術基準とは、実用発電用原子炉及びその附属施設の技術

基準に関する規則 (平成 25年原子力規制委員会規則第 6号。以下「技術基準」という。)

である。

Ⅱ 検査場所

, 関西電力株式会社高浜発電所
福井県大飯郡高浜町田ノ浦

Ⅲ 捺査範囲       ′
1検査姑象施設及び範囲
検査姑象施設及び範囲は、高浜発電所第 2号機の発電用原子炉施設のうち、その他発

電用原子炉の附属施設 火災防護設備の基本設計方針とする。

2工事計画認可・届出関係
認可番号

(認可年月日)

工事計画の認可番号 :原規規発第 1606105号

(平成 28年 6月 10日 )
工事計画変更の認可番号 :原規規発第 1707192号

(平成 2ヽ9年 7月 19日 )
原規規発第 18o13114号

(平成 30年 1月 31日 )
原規規発第 1806276号

(平成 36年 6月 27日 )
原規規発第 1808064号

(平成 30年 8月 6日 )
原規規発第 181126o号

.   (平 成 30年 11月 26日 )
原規規発第 1901282号

(平成 31年 1月 28日 )

1



原規規発第 1903272号

(平成 31年 3月 27日 )
原規規発第 19042614号

(平成 31年 4月 26日 )
原規規発第 1906218号

管漸日元年 6月 21日 )
上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認する。

Ⅳ 検査方法

1共通事項
(1)使用前検査申請書の確認
① 検査前確認事項

a本検査に係る使用前検査申請書 (変更申請を含む。)が準備されていることを確認す

る。

b検査をする工事の工程、期 日及び場所が申請書どおりであることを確認する。
c工事計画の認可番号の記載が適切であることを確認する。

2 基本設計方針に係る検査
(1)検査前確認事項

① 申請者の品質記録及びエビデンスが準備されていることを確認する。

② 基準適合性を確保するための設計結果と適合性確認状況一覧表 (様式-8)が作
成され、申請者の適合性確認検査において漏れなく確認されていることを確認す

る。

(2)検査手順
品質管理の方法等に関する検査事項の状況を踏まえ、下記の事項について、申請者

が実施した検査記録及び工事管理記録により別紙 2の観点で包括的に確認する。また、

確認した検査記録と現物の状態が一致しているか否かの観点から現物を抜取りで確認

する。         |
ィ ① 保安活動に係る実施要領書の適切性

② 保安活動に係る要員の適切性

③ 保安活動に係る計測・測定機器の適切性

④ 保安活動に係る調達管理の適切性

;⑤ 保安活動の内容 (工事管理実績)の適切性

⑥ 保安活動の結果判定 (検査実績)の適切1性

|  なお、「保安活動」とは、申請者が工事計画の基本設計方針に従い実施する工事及び
検査に係る活動をいう。

V判 定基準
保安活動が基本設計方針に従つて行われ、設備及び機器が基本設計方針に従い製作さ

れ、据付けされく所定の性能を有 してお り、技術基準に適合するものであること。

2



確認下覧表

∞

備考

記録確認及び現場確認と

もに1左記区分1手より1
箇所以上を抜取り確認す

る。   ・

婉

○

齢

○

名称

1 火災防護設備の基本設計方針

火災防護設備

基本設計方針

個別項目

施

設

名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の

圏オ
施
‐

設

ヨ
謙

岸



別紙 2

基本設計方針に係る検査の観点

確認事項 観′点

実施要領

書の適切

性

・申請者の適合性確認検査が基本設計方針に定めた要求内容 (設備の具体的

設計結果を含む。)に適合することを確認するよう計画されていること。
・適合性確認検査の要領書が適切に制定又は改訂されていること。
・工事計画記載事項、技術基準の条項等を明示していること。 (適合性確認

検査の計画として整理した設備の具体的設計結果及び確認方法の情報を
確実に適合性確認検査要領書に反映していること。)
・試験や適合性確認検査の方法及び判定基準の根拠が適切で、かつ、明確に

定められていること。 (特に、既設設備の代替検査方法の適切性評価)
・適合性確認検査の対象範囲は、工事計画及び技術基準の適合性を漏れなく

確認できるように設定されていること。
・適合性確認検査の要領書の本文記裁事項と添付資料 (設備概要、工事範囲

図、試験系統図等)の対象範囲が整合していること。
・工事の全体工程の中で、各保安活動の適切な時期を設定していること。

要員の適

切性

・保安活動の種類に応 じ、適切な力量 (資格、専門性及び経験等)を有する
要員を配置していること
・保全活動の種類に応 じ、要員の適格性が確認されていること。

計測 。測定

機器の適

切性

。計測・測定機器は要領書どおりのものを使用していること。
・試験や社内検査の結果の判定に影響する計測・測定機器の仕様や精度は、

それぞれの目的、判定基準等に照らして適切であること。計測・測定機器

は所要の トレーサビリティがとられていること。
・所要の校正・有効性確認を行い、識別された計測・測定機器を使用し、記

録を保管していること。

調達管理

の適切性

・申請者が要求事項を明確にし、レビュ‐及び検証後、調達先に提示してい

ること。                  
｀

・申請者は、調達先に記録提出を求め、計画どおり調達製品等と要求事項と

の検証を行らていること。

`検証結果の記録を適切に管理していることも

内容 (工事

管理実績 )
の適切性

。最新の要領書に従つて保安活動を実施していること。
・保安活動実施前に、必要な事項 (前工程の終了、前提条件の成立等)を確
認 していること。
。試験や社内検査の回路、系統の構成等は、要領書どおりで、目的に照らし

て適切であること。
・データの測定時期及び測定点は、要領書どおりで適切であること。
・測定データの有効桁数の処理は、判定基準との関連で適切であること。
・要領書で定められた保安活動の対象範囲と被確認物が一致していること。
・要領書に定められた検査方法 (設備の具体的設計結果に適合していること

を確認する方法)に従い適合性確認検査が行われていること。
・適合性確認を行つたiビデンスが整理されて容易に提示できること。

4



確認事項 観サ煮

結果の判

定 (検査実

績)の適切
性

・保安活動の結果を要領書の判定基準に照らして適切に判定していること。
・工事計画及び技術基準に適合することを評価 し、組織として承認している

こと。 、
・保安活動の結果の記録を作成、承認及び保管してい,る こと。
・不適合があつた場合、不適合管理の手続きに沿った対応が行われているこ

と。              ・

5



男ll和氏3

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

基本設計方針に係る

使用前検査成績書

施 設 名  :その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名  :火災防護設備

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-49

月
‐年

原子力規制委員会

6



使用前検査成績書

1発電所名  I 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類  基本設計方針に係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号

4検査期日 自

至

5検査場所

6検査範囲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機
発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

基本設計方針

月

月

年

年

日

日

7検査結果   検査結果‐覧表のとおり

7



検査結果一覧表

検査項目
検査
J結
果

原子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査

年  月 日 年  月 日

印

印

主任技術者

印

8.特記事項

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項
2確認結果す覧表

8



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申請

を含むЬ)が準備され

ていること。

記録確認

年

月 日

使用前検査成績書の「3検査
申請」に申

〕請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月 日

年

月 日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

とを確認する。

記録確認

年

月 日

年

月 日

年

月 日

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

年

月:   日

年

月 日

年

月 日
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添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

基本設計方針に係る検査

確認事項 検査年月日 結果 備考

工

い

び

て

及

れ

録

さ

記

備

質

準

品

が

初

才

イ

請

デ

こ

申

ビ

る

日

年

月

日

年

月

日

年

月

陸
繰
鏃．れ、鰭
維

合

計

一
さ

認

確

適

設

況

成

確

く

騨
勒
誹
灘
糾
腕
と。

日

年

月

日

年

月

日

年

月
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添付資料-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
確認結果下覧表

検査年月日 : 年1 月  日

ド
牌

確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等
確認した基本設計方針

機器等の名称

(設備区分)

火災防護設備
′

1 火災防護設備の
基本設計方針

緑
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設


